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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

    午前10時00分   開議   

○議長（中平浩志君）  ただいまから本日の会議を開

きます。 

 欠席通告が宮澤議員よりありました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

    諸般の報告   

○議長（中平浩志君）  諸般の報告をいたします。 

 市長から、報告３件の追加提出があり、お手元に配

付してあります。 

 直ちに本日の議事日程に入ります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

    日程第１ 報告第３号、報告第４号、報告第５号 

○議長（中平浩志君）  日程第１、報告第３号から報

告第５号までを議題といたします。 

 提出者の説明を求めます。中居副市長。 

    〔副市長中居正剛君登壇〕 

○副市長（中居正剛君）  提出いたしました、報告３

件についてご説明申し上げます。 

 まず、報告第３号「平成28年度久慈市一般会計補正

予算（専決第１号）に関する専決処分の報告につい

て」でありますが、本件は、台風10号による被害に伴

い、災害救助法に係る事業費、瓦れき処理に係る事業

費、及び被災した施設等で早急に対応が必要な経費に

ついて、緊急に予算措置する必要が生じたことから、
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地方自治法第180条第１項の規定に基づき専決処分し、

同条第２項の規定に基づき報告するものであります。 

 １ページをお開き願います。第１条、歳入歳出予算

の補正は、既定の予算額に歳入歳出それぞれ28億

9,663万8,000円を追加し、補正後の予算総額を265億

3,075万9,000円にしたものであります。 

 款及び項の補正額は、２ページ、３ページの第１表

歳入歳出予算補正のとおりであります。 

 補正の内容でありますが、10ページをお開き願いま

す。 

 歳入でありますが、13款国庫支出金、14款県支出金、

17款繰入金、18款繰越金、19款諸収入及び20款市債を

歳出に計上いたしました事業に充当するため、増額し

たところであります。 

 12ページをお開き願います。 

 歳出でありますが、２款総務費に台風災害復旧経費

を計上。３款民生費に災害弔慰金及び災害援護資金貸

付金を計上。11款災害復旧費に農林水産施設災害復旧

費、14ページから15ページとなりますが、公共土木施

設災害復旧費、都市計画施設災害復旧費、教育施設災

害復旧費、それぞれに現年発生補助災害復旧事業費及

び現年発生単独災害復旧事業費を計上したところであ

ります。 

 次に、第２条、地方債の補正は、４ページ、５ペー

ジの第２表のとおり、災害援護資金貸付事業ほか２件

について、その限度額を変更したものであります。 

 次に、報告第４号「平成28年度久慈市漁業集落排水

事業特別会計補正予算（専決第１号）に関する専決処

分の報告について」でありますが、本件は、台風10号

により、漁業集落排水施設が被害を受けたことから、

復旧の経費について、一般会計補正予算と同様に専決

処分をしたものであります。 

 １ページをお開き願います。第１条、歳入歳出予算

の補正は、既定の予算額に歳入歳出それぞれ12万

7,000円を追加し、補正後の予算総額を３億5,973万

9,000円としたものであります。 

 補正の内容でありますが、歳入につきましては、２

ページのとおり、繰入金を増額し、歳出につきまして

は、３ページのとおり、災害復旧費に12万7,000円を

新たに計上したものであります。 

 次に、報告第５号「平成28年度久慈市公共下水道事

業特別会計補正予算（専決第１号）に関する専決処分

の報告について」でありますが、本件は、台風10号に

より公共下水道施設が被害を受けたことから、復旧の

経費について、一般会計補正予算と同様に、専決処分

をしたものであります。 

 １ページをお開き願います。第１条、歳入歳出予算

の補正は、既定の予算額に歳入歳出それぞれ2,625万

2,000円を追加し、補正後の予算総額を14億197万

9,000円としたものであります。 

 補正の内容でありますが、歳入につきましては、２

ページのとおり、国庫支出金、繰入金及び市債を増額

し、歳出につきましては、３ページのとおり、下水道

管理費を増額し、災害復旧費に1,908万3,000円を新た

に計上いたしました。 

 次に、第２条、地方債の補正は、４ページ、５ペー

ジの第２表のとおり、現年発生補助災害復旧事業及び

現年発生単独災害復旧事業を新たに追加したものであ

ります。 

 以上で報告の説明といたしますので、よろしくお願

い申し上げます。 

○議長（中平浩志君）  説明が終わりました。 

 総括質疑を許します。16番小野寺勝也君。 

○16番（小野寺勝也君）  ８月30日の災害発生以来、

ご尽力されてきたことに対して、心から敬意を申し上

げたいと思います。 

 その上で、この29億近くの災害関連の補正というこ

とになっているんですが、市内の道路橋梁にしても、

箇所数がかなりの箇所になると思います。それだけに

市民の皆さんも迅速な取り組みに敬意を表しながらも、

復興の見通し、橋、道路がいつごろになれば完成する

のかという期待も大きいと思うんです。 

 そういう点で、できれば箇所表に見通しも含めて資

料として、後で結構ですが、出していただければ市民

の皆さんにもお答えできるのかなというふうに思うん

ですが、いかがでしょうか。 

○議長（中平浩志君）  中居副市長。 

○副市長（中居正剛君）  議員からお話のあったその

資料については、現時点で出せる分の資料については

お出ししたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  17番城内仲悦君。 

○17番（城内仲悦君）  先日の報道で、どこかの大学

の調査で今回の災害の大きな原因の要因が、流木の多
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さが原因だった、災害を大きくした原因だというふう

なコメントを報道でなされておりました。 

 特に久慈市の場合を見たときにも、上の橋あるいは

ＪＲ東日本の鉄橋等の橋梁に流木がひっかかり、ダム

化をして久慈市内に大量の水が流入したというふうに

言えるのじゃないかと、この先生の流木が多かったと

いうことと、同時に、橋の橋台の幅が狭いということ

から、流木が詰まって市内に流されたというふうに言

えるのではないかというふうに思うのですが、このこ

とについての認識はどのように思っておるんでしょう

か、お聞かせください。 

○議長（中平浩志君）  中居副市長。 

○副市長（中居正剛君）  認識ということでございま

す。議員おっしゃるとおり、それも一つの要因だとい

うように考えているところでございまして、今回の災

害については、ある一定のめどが立った時点でさまざ

まな角度から検証して、今後の災害対応に生かす必要

があるだろうと思っております。 

 流木の問題、それから河床の問題、それら全部ひっ

くるめてやはり検証すべきものだというように考えて

おります。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  17番城内仲悦君。 

○17番（城内仲悦君）  ぜひ、総合的にやはり検証し

ていく必要があるだろうというふうに思います。 

 同時に、またこれもお金のかかる問題ですけど、例

えば上の橋を架け替えということだと、あそこは市道

ですから、完全に壊れていませんので、災害で直すと

いうことはどうなのかとなります。ただ、軽米でのを

思い出してほしいんですが、軽米の橋脚も、実はあそ

こにひっかかって、軽米じゅう町が壊されたという災

害がありました。皆さんもご存じかと思います。その

結果、軽米では、橋脚をなくした橋に切りかえたとい

うことになっております。 

 そういった意味で、本当に橋脚の本数を減らして、

幅を広げてるということによって、一つは大きなごみ

がひっかからないということにつながるんだろうとい

うふうに思いますので、これは市単独でできる問題で

はありません。この点では、やっぱり総合的に検証す

るという今お話、副市長が言われました。そういう検

証をしながら、国に対してきちんと申し上げていきな

がら、改良については私は一定のなすべきではという

ふうに思いますので、その点についてもお聞かせいた

だきたいと思います。 

○議長（中平浩志君）  中居副市長。 

○副市長（中居正剛君）  橋梁の架け替えといいます

か、新しい橋についても検討すべきだということでご

ざいます。 

 それらについても、今現在、市長を先頭に国・県に

対して強くさまざまな問題について要望しているとこ

ろでございます。 

 そして、今、宮古市、それから岩泉町、久慈市、こ

の三つの市町でもって国・県にも強力に要望していこ

うという動きになっております。 

 そうしたものを捉えながら、その中でどういうこと

ができるのか、やっていきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  24番濱欠明宏君。 

○24番（濱欠明宏君）  未曽有の台風10号の被災、激

甚災害になったわけでありまして、久慈市においても、

過去に例のない台風災害だったと。市長を先頭に不眠

不休で災害本部を立ち上げながら、取り組みをしてき

たというようなことで、大変敬意を表しているところ

であります。 

 一方で、この予算を見たときに、財政調整基金ある

いは前年度の繰越金約６億というのを財源として補正

をなさったというふうなことでありますが、29年度の

予算編成にも大きく影響するのかなというふうな思い

はあります。そういった意味では、これまで計画を、

駅前開発等の計画もあったわけですけれども、今回の

久慈市街地がいわば全滅に近い状況、一階がもぬけの

殻になった状況を見ますと、これまで築き上げてきた

計画等も大きく財源も含めて見直さなきゃならないの

かなという懸念を私としては持っております。その

トータル的な考え方をお聞かせ願いたい。 

 それから、何よりも市民の安心・安全という意味で

いうと、災害対策本部から復旧復興推進本部になった

というようなことであります。 

 東日本大震災では、いろいろと新たな補助制度、あ

るいは交付金等支援策が打ち出されました。現時点で

は、激甚災害に絡んで生活再建、これは作動しており

ます。 

 しかし一方で、東日本では住宅再建というのもあっ

たわけでありますし、あるいはグループ補助というの
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もありました。 

 そこでまずは今、現時点で作動している支援策、補

助金を含めて支援策は何か。あるいは東日本と比べた

ときに、これをぜひともやってほしいということで、

市長が先頭に立って国・県に陳情したのは何かという

ことをまず聞かせ願いたい。 

○議長（中平浩志君）  遠藤市長。 

○市長（遠藤譲一君）  本当に想定外の甚大な被害を

受けた久慈市でございます。国・県に対しまして、先

週も行ってまいりました。財源確保をこれを強く要望

してまいりました。 

 一方では、久慈市におきましても、本年度執行予定

の事業につきましても、繰り延べができるもの、ある

いは取りやめができるものについて再考を今進めてお

ります。財源確保、台風10号の被害対策は率先して取

り組まなければならないというふうに考えております。 

 国・県に対しましては、もう一点強く要望しており

ますのは、財源確保とともに、商店街の振興策を出し

てほしいという話をしております。 

 国におきまして、経済産業省ですが、商工業者は基

本的に自立なのです。これが国の方針であるというふ

うなお話がありましたけども、今回は対象戸数も多い、

そして規模的にも中小が多いということで、国におい

ても検討しますとお話はございました。県知事に対し

ても、同様の商店街振興、借入れではなくて助成策が

欲しいと、これが必要であるということのお話をいた

しまして、知事からも雫石に先例があるということも

ありましたので、今それについて事業内容を県と久慈

市におきまして調整を進めているところでございます。 

 早い時期に結論を出して、具体的に皆さんに提案を、

提案というか、紹介をできるように取り組んでいると

ころでございます。そのほかについては担当のほうか

ら答えさせます。 

○議長（中平浩志君）  一田総合政策部長。 

○総合政策部長（一田昭彦君）  今市長からもお話し

ありましたように、今、昨年策定しました久慈市総合

計画、それから、それを中心としたいろいろな計画も

ございます。総合戦略もそうでございます。これらに

つきましても、やはり大きな見直しをしていかなけれ

ばならないと考えております。 

 そのためにまず、今各課にまたいろいろな調書なん

かを提供いただいて、具体的に一つ一つの事業につい

て、これが将来にわたってどうなのかというのも含め

まして、再検討しようと考えております。 

 あとは、今年度の予算につきましては、先ほど市長

が申し述べたとおりでございます。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  和野生活福祉部長。 

○生活福祉部長（和野一彦君）  被災者支援の今行っ

ている施策でございますが、現在は、被災者生活再建

支援制度に基づく支援、住宅の応急修理、災害援護資

金の貸し付け、生活必需品等の給与、それから生活福

祉資金の貸し付けなどを今行っているところでござい

ます。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  24番濱欠明宏君。 

○24番（濱欠明宏君）  いずれ未曽有の災害というよ

うなことで、いろんな意味で計画を見直す場面も出て

くると思いますけれども、この台風10号に係る被災者

を最優先に考えながら施策の振興を図っていただきた

いと思います。 

 それからもう一点、具体的でありますけども、東日

本大震災と現時点での支援策であります。今、部長か

らは現在の支援策ということで、それ以外の部分、例

えば市長も先ほどお話ししましたが、商店街を助ける

ためグループ補助金は、東日本のときにあったわけで

す。これらがまだ今は未整備だというようなことで、

商店街の皆さんはこの辺を大きく期待しているという

のが１点あります。 

 これらの東日本大震災と同じような支援策を同様に

求めていくと。その中には、例えば被災者の住宅再建

というのもあったわけでありますし、それから、被災

者生活再建においては、例えば全壊が100万だとか、

あるいは大規模半壊50万の基礎支援金がなされる、あ

るいは加算支援金が出る。 

 一方で、東日本大震災の際には、半壊だったけれど

も、しかし家をもう壊さなきゃならんという状況にな

ると、それはいわば滅失というふうなことで、全壊に

匹敵するというふうな支援策もあったというふうに理

解しておりますので、そういった意味でも、今住民が

立ち直っていくための足がかりとして、東日本大震災

に負けず劣らずのかさ上げをしながら、そして東日本

ではあったけれども、今回の震災では実は作動しない

というふうなことがないように、いずれきめ細かな支
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援策を講じていただきたい。最終的には久慈市独自の

支援策も考えていかなきゃならんだろうと思うわけで

すけれども、その辺の考え方についてお聞かせ願いた

い。 

○議長（中平浩志君）  中居副市長。 

○副市長（中居正剛君）  切り詰める分についてはや

はり切り詰めて、被災された方々に対しての手厚い助

成といいますか、それについては考えていかなければ

ならないということで、水道料金の２カ月分でござい

ますけども、減免を、今きょう本日、市長から決裁い

ただきまして発表できるという状況になってございま

す。 

 詳しい中身は、大規模半壊以上は２カ月分について

は免除すると、それから、床上浸水以下、床下浸水、

それらについては超過料金について免除するという形

で具体にできる分、市単独でもってできる分、それに

ついて水道料金と下水道料金について２カ月分の減免

措置を講じていきたいと。 

 そのほかいろいろな部分が考えられると思います。

それらについて財政状況を見ながら今後検討していき

たいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（中平浩志君）  11番桑田鉄男君。 

○11番（桑田鉄男君）  今回の水害、職員の方々には

日夜をたがわず復旧に努力をされていることに敬意を

表したいと思います。 

 今回、本激甚、そして局所激甚の対象になるという

ことで、それなりの支援は受けられると思うんですが、

私、さっき城内議員の質問にもあったんですが、主た

る原因、大きな原因というのはやはり流木なのかなと、

そういうふうなことも現場を見た感じで受けとめてお

ります。 

 そういったことで、先ほど城内議員からも話があっ

たんですが、軽米の例を出されました。いずれこのよ

うなときには、いつもそう思うんですが、復旧は原形

復旧ということになるわけでございますが、改良復旧、

やっぱりこれをしていかないと同じような水害なり災

害が起きたときに、また同じような対応をしなければ

ならない、いわゆる経費もかかるわけでございますの

で、ぜひとも改良復旧、そういうことを関係機関等へ

強く要望をしていくべきと考えますが、その考え方に

ついてお尋ねをします。 

○議長（中平浩志君）  中居副市長。 

○副市長（中居正剛君）  今、議員さんからご指摘あ

ったとおりだと思います。ところが、なかなか国の考

え方というのは原状復旧だというところからなかなか

前に出てこないと。 

 ただ、市とすれば、先ほども申し上げましたが、今

後の次のといいますか、抜本的に改良しなければいつ

までたってもそういう心配が残るわけでございますの

で、ただ市単独ではなかなか成し得ない、そういう状

況でございますので、やはり国、あるいは県に対して

そういう要望を粘り強くしていく必要があるだろうと

思っております。 

 以上でございます。 

○議長（中平浩志君）  21番髙屋敷英則君。 

○21番（髙屋敷英則君）  今の桑田議員の質問とちょ

っと似通ったような質問になるんですけれども、今改

良をやはり原状復旧ということだけではなくて、改良

をあわせてというふうな話もありますけども、被災し

た現場によっては一つ一つ現場の性格が違うんですよ

ね。 

 例えば、改良復旧ということになると、多分そのほ

かの方法とすれば、災害の関連事業とか、そういうも

のも提案をしながらやっていくというような、そうい

う箇所もあるわけでして、その道路、あるいはその道

路が農道であるか、市道であるかによって、選択肢が

変わっていくわけでございますね。 

 そういうことで、いろいろな現場現場にあわせたや

り方をやっていかなきゃならないというような、そう

いう状況なわけですけれども、これはあくまでも市側

からの提案という形で提案されていかないと、査定の

際にもものにならないという、そういう現実があるわ

けでございまして、この間、議会で３常の合同視察が

あったわけでございますけれども、その中で私が参加

している山形地区を行って見てきたわけですけれども、

その中の報告書の中にも書いてありますけれども、い

わゆる今の久慈市の、きょうの岩手日報にも載ってい

ました、久慈市の技師の体制というものが不十分でな

いのかと。 

 やはり技師体制、技師が全く災害時に役所から離れ

られなかったと、役所に張りついていなければならな

い。そういう状況の中で、技師が現場を見ることがで

きなかったという、そういう状況が長く続いたわけで
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ございまして、大きな災害でございますので、一人二

人の支所に技師がいるというような、今また一人ふえ

ているようでございますけれども、あの規模の災害に

なると、小さな町村、例えば岩泉はそうだと思うんで

すけれども、県の関係団体ともいうべき土木技術振興

協議会ですか、そういうところに設計とかそういうも

のを委託をするというようなケースが非常に多いわけ

でございます。 

 単独の技師の体制ではとてもじゃないけれども、こ

の災害に対応できないという、こういう状況があるわ

けでございまして、そういうような実際に対応する、

仕事が多過ぎて、とにかくこなさなければならないと

いう対応になってしまうと、本来、我々が望む、ある

いは被災者が望む、そういうような復旧というものを

提案できないという、こういうような状況があるわけ

でございますので、その辺の技師のそういう土木技師

の体制、これからの見通し、そういうものについては

どのように考えているのか、お伺いをします。 

○議長（中平浩志君）  中居副市長。 

○副市長（中居正剛君）  新潟県の小千谷市と災害協

定を結びまして、今回小千谷市から２名の技師を派遣

いただいております。それから、二戸市と花巻市から

きょう付で二人配置になります。 

 それから、今後は二戸市と北上市からということで、

市長会等を通じて技師の応援を求めておりまして、当

面７人の技師の方に来ていただけるという形で今のと

ころ捉えているところでございまして、今後も市長会

等を通じて必要な技師の確保については努めてまいり

たいと考えております。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  20番下舘祥二君。 

○20番（下舘祥二君）  当局をはじめ、不眠不休の対

応で本当にご苦労さまでございます。 

 先ほど来、お話がある軽米町の平成11年の年だった

んですが、この水害で同じような形の、規模はもうず

っとこの久慈市のほうが大きいわけでありますけども、

これは、当時11年は旧山形村も大変な災害で、軽米の

次が山形地区だって言われたそんな災害でありました。 

 それで、結果的にその対応というのが了というか、

ベストではないにしても非常にいい形で終わったと記

憶しておりますが、軽米の町並みが非常にきれいにな

ったということがありますし、軽米の方々から伺って

も、随分結果的にはまあまあの対応をしていただいた

というお話でございますので、どういう対応だったか

というのは私はつぶさにはわかりませんけども、この

軽米町の対応というのを先例として、参考になさって

大いに引き合わせたり、そして調べたりしていただい

て、それを活用することも大事なことじゃないかとち

ょっと今そう思ったんですが、老婆心ながらお考えを

伺いたいと思います。 

○議長（中平浩志君）  中居副市長。 

○副市長（中居正剛君）  この前、市長が知事のとこ

ろに行きまして、市内の商工業者の関係の支援につい

て強く要望してきたところでございまして、知事から

は、軽米のときの災害の状況、それから雫石でしたか、

それらの状況等を踏まえて、どういう支援策ができる

のかということでのお話もいただきました。 

 そして、市としても前例を研究しながら、どのよう

なことが県に対してお願いしていけば効果的なのか、

その辺についても研究する必要があるだろうと思って

おります。 

 以上でございます。 

○議長（中平浩志君）  各議員にお願い申し上げます。

災害に関しては、あさって全員協議会でまた再度審議

いたしますので、その辺を含めて行っていただきたい

というふうに思います。 

 質疑を打ち切ります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

    日程第２ 一般質問   

○議長（中平浩志君）  日程第２、一般質問を行いま

す。 

 順次質問を許します。日本共産党久慈市議団、小野

寺勝也君。 

    〔日本共産党久慈市議団代表小野寺勝也君登壇〕 

○16番（小野寺勝也君）  日本共産党久慈市議団を代

表し、市政をめぐる諸問題に対し、市長並びに教育長

に質問をいたします。 

 まず、さきの台風10号により死亡された方に心から

のお悔やみと、被災された多くの方々にお見舞いを申

し上げます。 

 なお、この一般質問は８月29日時点の通告であった

ため、台風被害に関する質問は次の機会となることを

ご理解いただきたいと思います。 

 それでは、質問に入ります。 
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 質問項目の第１は、新採用職員に消防団入団を義務

づけることについてであります。 

 平成28年度久慈市職員採用試験受験案内によると、

新採用職員が実際に消防団員として活動することによ

り、消防団の活動を深く理解するとともに、防災意識

を高めていくことを目的に、全試験職種とも採用後に

久慈市消防団員への入団研修を11カ月行うとあります。 

 お尋ねをいたします。新採用職員に消防団入団を義

務づける目的について、具体的にお示しください。 

 ２点目は、ボランティア活動を義務化するのは、奉

仕と義務の混同とならないのか、お尋ねをいたします。 

 質問項目の第２は、市民バスの運行の改善について

であります。 

 市民バスを利用して病院や買い物をする人たちにと

って、市民バスは貴重な交通手段です。特に高齢者な

どは一つの病院、一つの診療科とは限らない場合が多

いと聞きます。その後、買い物をすると、帰りのバス

時間が１時30分とか２時では間に合わないとのことで

す。最終発車時刻を変更するか、増発を検討できない

ものか、お尋ねをいたします。 

 質問項目の第３は、介護保険・総合事業についてで

あります。 

 介護保険が始まって17年目に入りましたが、安心・

安全とはほど遠く、現状は介護難民、介護離職など深

刻さを増しています。 

 昨年以降の制度改定では、要支援１・２のホームヘ

ルパーとデイサービスは保険から除外をされ、自治体

の総合事業に移行、特養ホームの新規入所は要介護

１・２は原則として対象外となりました。 

 加えて政府は、さらに要介護１・２の保険からの除

外を検討しています。 

 お尋ねいたします。総合事業への移行をしても、現

行相当のサービスを維持するのかどうか。 

 ２点目は、サービスの担い手である事業者への報酬

単価は現行単価なのかどうか。 

 ３点目は、基本チェックリストは認定を希望しない

人のみを対象とするのかどうかをお尋ねをいたします。 

 質問項目の第４は、ＴＰＰについてです。 

 昨年10月５日、アメリカのアトランタで行われたＴ

ＰＰのいわゆる大筋合意は、農林水産物の８割以上の

関税を撤廃し、重要５品目についても米や乳製品など

無税輸入枠やＴＰＰ枠を新たに設定し、輸入を受け入

れるものとなっています。 

 牛肉、豚肉の大幅な関税引き下げ、重要品目以外の

果樹や野菜及び加工品における関税は撤廃となってい

ます。これらの内容は、主要農産品は交渉から除外、

または再協議という国会決議から明らかに違反するも

のです。 

 しかも、政府は、合意の詳細についていまだに説明

をしておりません。岩手県は、限られた資料の中でも、

農林水産物の影響は40億円から73億円と試算している

が、当市への影響額をどの程度と試算をしているのか、

お尋ねをいたします。 

 質問項目の第５は、地域活性化、人口減対策につい

てであります。 

 今年度の最低賃金は、時給で岩手県の場合21円増の

716円、月額では12万4,480円、年額でも149万3,760円

にしかなりません。 

 最も高い東京都の場合でも、月額16万1,982円、年

額でも194万円で年収200万円には届きません。 

 岩手県と東京都を比較すると、月額で３万7,500円、

年額で45万円の開きがあります。地元紙も指摘するよ

うに、こうした格差のもとでは働く若者が地方から流

出をし、人口の東京一極集中という流れはとまらない

と思います。 

 ある調査によると、最低賃金制度は全国四つのブロ

ックに分け、大都市圏で最低賃金が一番高いＡから一

番低い岩手県などＤを区分していますが、国勢調査に

基づいて四つのブロックごとに15年間の都道府県人口

を見てみると、Ａブロックの５都府県は全て人口が増

加、Ｂの11府県は８県で人口が増加、Ｃの14県は11県

で人口が減少、Ｄの17県中16県で人口が減少していま

す。最低賃金が高いほど人口が増え、低いほど人口が

減っていることが明らかとなっています。 

 中小企業への支援を図りながら、最低賃金を速やか

に時給1,000円に、さらに1,500円を目指すよう国に要

望すべきと思いますが、お尋ねをいたします。 

 ２点目は、中小企業振興条例の制定ですが、以前の

議会でも取り上げましたが、その際、市長からは、他

市との例を参考にしながら条例制定に向けて検討を進

めるとの答弁でありました。 

 検討の進捗状況、制定の見通しについてお尋ねをい

たします。 

 ３点目は、店舗リフォームへの助成制度についてで
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あります。 

 今回の台風10号被害からの復旧を図るためには、融

資制度だけでは再建が困難で、ぜひとも助成制度を設

けてほしいという要望をよく聞きます。商店主等から

の意向調査を行うなど、具体化を図るべきと考えます

が、お聞かせください。 

 質問項目の第６は、排水対策についてであります。 

 新築町・田高地区の排水対策、そして上長内地区の

21、22地割の排水対策については、それぞれ対応に着

手したい旨の答弁があったところであります。ついて

は、進捗状況と見通しについてお聞かせください。 

 質問項目の第７は、公民館のコミュニティセンター

化についてであります。 

 社会教育法は、戦前の侵略戦争遂行に組み込まれた

社会教育を深く反省し、広く学校教育以外において、

社会教育の自由と自治を中核に据えて権利としての社

会教育を保障しようとしたものです。 

 立法時の社会教育課長は、社会教育の自由の分野を

保障しようとするのが法制化の狙いと指摘をしていま

す。そこでお尋ねをいたします。 

 教育委員会が一般行政から独立している意義、理由

をお示しください。 

 ２点目は、公民館のコミュニティセンター化により、

社会教育法上の使用制限が緩和されるということを具

体的にお示しいただきたいと思います。 

 質問項目の最後は、図書館の指定管理者制度導入に

ついてであります。 

 図書館の指定管理者制度導入については、これまで

より利用者が訪れやすく、利用しやすい図書館を運営

していくために指定管理者制度導入を検討すると述べ

てきました。 

 しかし、これだけでは現在の図書館のどこがよくな

いのか、よくないとすれば、どこに問題があるのか、

分析は聞かれません。なぜ指定管理者制度を導入すれ

ば現行以上に何がどうよくなるのか、わかりません。

お尋ねをいたします。 

 総務省自治行政局長通知2010年12月28日付ですが、

指定管理者制度の運用についてに対し、当時の片山総

務大臣から、公共図書館について指定管理になじまな

いとの見解が公式会見で示されておりますが、これに

対する認識をお尋ねをいたします。 

 以上、８項目15点にわたり質問をいたしました。よ

ろしくご答弁のほどをお願いをし、登壇しての質問と

いたします。 

○議長（中平浩志君）  遠藤市長。 

    〔市長遠藤譲一君登壇〕 

○市長（遠藤譲一君）  日本共産党久慈市議団代表、

小野寺勝也議員のご質問にお答えをいたします。 

 最初に、来年度の新採用職員を対象として行う消防

団入団研修についてお答えをいたします。 

 まず、研修の目的でありますが、新採用職員が地域

の防災、防犯に寄与している消防団の活動を深く理解

するとともに、防災意識を高めていくこと等を目的と

して行うものであります。 

 次に、入団研修がボランティア活動の義務化につな

がるとのご指摘でありますが、消防団は、みずからの

地域はみずからで守るという精神に基づき、災害対応

はもとより、地域コミュニティの維持及び振興にも大

きな役割を果たしており、市の新採用職員が自分の住

んでいる地域を知り、そして、地域の人と密着したコ

ミュニケーションをとるためにも必要な研修であり、

期間も11カ月と設定して行うものであり、奉仕と義務

の混同には当たらないものと認識しております。 

 なお、県内におきましては、盛岡市が同様に、既に

新採用職員に対して消防団の体験入団を実施している

ところであります。 

 次に、市民バスの運行の改善についてお答えをいた

します。 

 市街地からの最終発車時刻についてでありますが、

現在の運行ダイヤは、乗降調査や意見交換会などを実

施し、利用者の声を聞きながら、高齢者の通院や買い

物などの暮らしの足を確保することに主眼を置いて、

設定しているところであります。 

 今後とも地域の声を聞きながら、利用者の実態に即

した運行形態を検討してまいります。 

 次に、介護保険・総合事業についてお答えをいたし

ます。 

 まず、現行相当のサービス維持についてであります

が、保険者である久慈広域連合では、総合事業実施日

を平成28年10月１日とし、指定事業者による現行相当

のサービスを実施するとの基本方針を示していること

から、サービスは維持されるものと認識しております。 

 次に、サービスの担い手である事業者への報酬単価

についてでありますが、久慈広域連合では、現行相当
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サービスの単価は、予防給付の現行単価を使用するこ

ととしております。 

 また、基本チェックリストについてでありますが、

第１号被保険者またはその家族が相談に来られた際、

明らかに要介護状態と判断される場合を除き、久慈広

域連合で作成した窓口確認票に基づいて、本人の状況

や希望等の聞き取りを行った上で、事業によるサービ

スを希望された場合には、基本チェックリストによる

質問項目チェックを実施していただくこととなってお

ります。 

 なお、チェックリスト対象者に該当した場合であっ

ても、介護認定の申請を希望される場合は、認定申請

を案内するよう、久慈広域連合から指導を受けている

ところであります。 

 次に、ＴＰＰについてお答えいたします。 

 本年１月に岩手県が公表いたしました内容によりま

すと、本県農林水産物の生産額への影響額を、国の算

出方法に準じて試算した場合、生産額が約40億円から

73億円の範囲内で減少するとしております。 

 当市への影響額についてでありますが、農産物では

畜産業におきまして3,600万円から6,100万円程度の減

少、林産物につきましては、県の試算は合板等を想定

したものであり、この分類での当市への影響額はない

ものであります。 

 水産物につきましては、県の試算と市営魚市場水揚

げ高に基づいた独自試算により4,600万円から9,200万

円程度減少するものと推計しております。 

 また、対応策についてでありますが、国に対し総合

的なＴＰＰ関連政策大綱の確実な実行など、万全の対

応を求めるとともに、市といたしましても、ＴＰＰ対

策事業を活用した畜産生産基盤の強化、主要魚種であ

るイカの高鮮度保持による高付加価値化など、各種取

り組みを進めてまいります。 

 次に、地域活性化、人口減対策についてお答えをい

たします。 

 まず、最低賃金引き上げに関する国への要望の考え

方についてでありますが、賃金の引き上げにより労働

条件が改善されることは、ワーキングプアの解消及び

労働者の生活水準向上による消費拡大にも寄与するも

のと認識をいたしております。 

 しかしながら、大幅な賃金の引き上げは、中小企業

等の人件費負担増をもたらし、労働需要を減少させる

リスクもありますことから、円滑な価格転嫁対策や生

産性向上に向けた環境を整備する必要があるものと捉

えております。 

 したがいまして、当市労働者の生活水準の向上及び

地域経済の発展を同時に実現すべく、市及び県内の経

済状況等を注視するとともに、事業者のご意見等も伺

いながら、最低賃金のあり方について、慎重に検討を

進めてまいります。 

 次に、中小企業振興条例の制定についてであります

が、本年８月末現在、全国で41道府県176市区町の計

217自治体で中小企業振興条例が制定されており、県

内におきましては、岩手県、北上市及び一関市の３自

治体が制定済みとなっております。 

 中小企業の振興に関する基本理念等を定める中小企

業振興条例の制定は、市内で事業を営む中小企業等へ

の総合的かつ計画的な施策の推進に寄与するものと捉

えているところであり、現在、久慈商工会議所が認定

に向け策定中であります経営発達支援計画との整合性

を図りながら、条例の制定に向け取り組んでいるとこ

ろであります。 

 次に、店舗リフォームへの助成制度の創設について

でありますが、商店街における店舗の老朽化が課題と

なっている当市におきまして、店舗の改修や備品購入

などのリフォームに対する助成は、魅力ある商店街づ

くりにつながるものとの認識に基づき、現在、中心市

街地に限定した中心市街地出店費補助金交付要綱を定

め、新規出店者等に助成を行っているところでありま

す。 

 この助成制度は、中心市街地活性化基本計画の認定

に基づき、特別交付税の支援措置を受けて実施してい

るものであり、市内全域への適用及び単なるリフォー

ムを対象とする拡充は財政面から困難であると考えて

おります。 

 一方、このたびの台風10号による市街地の店舗・個

人事業主等の甚大な被害に鑑み、早期復旧に向けた手

厚い支援策が必要と認識しているところであり、その

支援策の実現について、強く国・県に要望していると

ころであります。 

 最後に、排水対策についてお答えをいたします。 

 当市の雨水排水対策につきましては、久慈公共下水

道雨水排水計画に基づき、浸水被害戸数など緊急性を

考慮し、順次整備を進めているところであります。 
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 新築町・田高地区の排水対策の進捗状況についてで

ありますが、今年度から、排水路整備に着手し、現在、

幹線水路の測量設計等を実施しているところでありま

す。 

 また、上長内地区の排水対策の進捗状況につきまし

ては、昨年度、雨水排水路の測量設計を行い、今年度

は工事を実施する予定としております。 

 以上で、日本共産党久慈市議団代表、小野寺勝也議

員に対する私からの答弁を終わります。 

○議長（中平浩志君）  加藤教育長。 

    〔教育長加藤春男君登壇〕 

○教育長（加藤春男君）  日本共産党久慈市議団代表、

小野寺勝也議員のご質問にお答えをいたします。 

 最初に、公民館のコミュニティセンター化について

お答えをいたします。 

 まず、教育委員会が一般行政から独立している意義、

理由についてでありますが、教育の政治的中立性、継

続性・安定性を確保することにあると認識いたしてお

ります。 

 次に、公民館のコミュニティセンター化により社会

教育法上の使用制限が緩和されることについての具体

例でありますが、公民館においては、営利事業が制限

されておりますが、これまでの学びの場であった公民

館の講座等により学習をしてきた成果を生かして、商

品開発や開発商品の販売ができるようになります。 

 また、地域づくり団体等による地域の特性を生かし

て、地域で農家レストランを営業するなどのコミュニ

ティビジネスの展開やカフェの設置など、地域住民の

交流の場としての施設利用の幅が広がることが期待さ

れます。 

 最後に、図書館の指定管理者制度の導入についてで

ありますが、指定管理者制度は、多様化する住民ニー

ズに、効果的・効率的に対応するため、公の施設の管

理に民間の能力を活用しつつ、住民サービスの向上を

図ることができるものであります。 

 片山元総務大臣の「公共図書館は、指定管理になじ

まない」との発言は認識しておりますが、図書館への

指定管理者制度の導入は、専門的な知識やノウハウ、

アイデアを持つ民間事業者やＮＰＯ法人等が運営・管

理することによって、市民のニーズに柔軟、かつ迅速

な対応ができるとともに、市民サービスの向上が図ら

れるものと考えております。 

 以上で、日本共産党久慈市議団代表、小野寺勝也議

員に対する私からの答弁を終わります。 

○議長（中平浩志君）  再質問、関連質問を許します。

16番小野寺勝也君。 

○16番（小野寺勝也君）  それでは、再質問いたしま

す。 

 まず最初に、市職員の採用時の消防団の入団の件で

す。目的として消防団の活動を深く理解するとともに、

防災意識を高めていくものだという目的をされました。

そして、いわゆる奉仕と義務は相反するものではない

という答弁をいただきました。 

 しかし、本来、いわゆる奉仕活動ですよね。それを

義務化するということは、明らかに矛盾じゃないです

か。そうすると、やっぱり公がそれを義務化するとい

うのは、こういうやり方が、手法が他の分野にも広が

ったらいかんのじゃないかという感じを持つんです。 

 そういう点で、具体的にお聞きします。採用の条件

として、入団して入団研修をしてもらうということで

すね。研修が終わったらそのまま消防団員として継続

して残るということになりますか。 

○議長（中平浩志君）  澤里総務部長。 

○総務部長（澤里充男君）  新採用職員の消防団への

入団研修についてのご質問でございますが、市長から

の答弁でも申し上げましたとおり、11カ月、翌年の３

月31日までの期限を区切っての研修ということでござ

いますので、その時点で一旦研修は終わりということ

になりますので、それ以降については、それぞれの職

員の判断ということになるかと思います。入団を続け

ていきたい職員はそのまま継続していただきたいと思

いますし、どうしても無理だということであれば、そ

れは退団についてはその時期に自由に判断できるとい

うふうな考え方をしております。 

 以上でございます。 

○議長（中平浩志君）  16番小野寺勝也君。 

○16番（小野寺勝也君）  それはそうだと思うんです

よね。例えば11カ月研修が終わって、それ以降消防団

として残るか、おやめになるか、それは自由だよとい

う答弁ですよね。 

 しかし、市が、市長が奨励してやって、それをはい

研修が終わりましたと、自分はやめますとなかなかそ

ういう言える状況、雰囲気が醸し出されないんじゃな

いですか。その後の人事評価にも響くのであれば、や
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っぱりこれはやめるわけにはいかんなということにな

ると、やっぱりそこで奉仕と義務の矛盾がつきまとう

んですよ。 

 そこのところを十歩譲って、消防団からの研修を受

けるんだということに限るということであれば、理解

できないわけではないんだけども、入団の手続をさせ

て、そして研修が終わった後は本人の自由意思だとい

っても、それはなかなか自分はやめるという状況には

ならない。何といいますか、はっきりした押しつけで

はないけども、陰に陽にといいますか、そういう精神

的な押しつけや圧迫を感ずるのじゃないでしょうか、

その辺の対応いかがなものか。 

○議長（中平浩志君）  中居副市長。 

○副市長（中居正剛君）  新採用職員が押しつけや圧

迫を感じるのではないかというご心配でございますが、

これはあくまでも研修でございまして、５月から翌年

の３月31日までの研修でございます。 

 だから、３月31日が来れば研修が終了するわけです

ので、そこで退団ということになります。それ以降に

ついては、今現在も市の職員で各消防団に入団してい

る職員等ございますので、その方々と同じようにやっ

てみて、今後も消防団活動に一生懸命やっていきたい

という職員がおりましたら、そこで再度入団手続をき

ちんとして入ってもらうというのが筋だろうと思いま

す。 

 やはりそこではけじめをきちっとつける。そこで一

旦研修は終了するわけでございますので、そこの研修

終了のある程度のけじめをきちっとつけるということ

で、それらの義務と奉仕の混同、その部分については

大丈夫、整理できるのかなと思っております。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  16番小野寺勝也君。 

○16番（小野寺勝也君）  今の副市長の答弁で了とし

ます。研修が終わればその時点で退団扱いになると。

希望する方は、それはまさにそれは自由ですから、そ

ういう点で理解しました。 

 次に、市民バス運行について、これまでも停留所と

か時刻については、利用者から意向、要望を聞いて設

定してきたかと思うんですが、そういう点ではそうい

う声も聞くのも事実なので、意向の把握に努めて改善

できるものは改善していただくということですが、い

わゆるサイクルは、見直しの時期等はいつごろになり

ますか。たしか契約の関係であろうかと思うんですが。 

○議長（中平浩志君）  一田総合政策部長。 

○総合政策部長（一田昭彦君）  ５年サイクルという

形で、30年から新たな形になりますが、ただ、今のよ

うなお話につきましては、サイクルとは別にそのよう

な声が上がる場合、あるいはこちらから調査をしたり

して、住民の方との意見交換会を開きながら、できる

だけ可能なものについてはしっかり対応していきたい

考えでございますので、ご理解いただきたいと思いま

す。 

○議長（中平浩志君）  16番小野寺勝也君。 

○16番（小野寺勝也君）  ぜひそのようにお願いした

いと思います。 

 次に、介護保険・総合事業について、市長答弁では、

いわゆる介護認定の申請時に、チェックリストで済ま

せて、認定してほしいという方がありますが、きちん

とさせるということで了といたしました。 

 そこで、もう一つ、利用者のサービスの選択権の保

障です。結局、全ての要支援者がサービスを平等に受

けることができる制度だと思うんですが、あなたはメ

ニューがこれとこれというような、こっちから設定し

ないで、利用者の希望を尊重するというのは当然だと

思うんですが、確認をさせてください。いかがでしょ

う。 

○議長（中平浩志君）  遠藤市長。 

○市長（遠藤譲一君）  介護につきましては、私自身、

両親の介護を経験しておりまして、家族の方の負担と

いうのを現状は十分認識しているつもりでございます。 

 介護が必要になった方、あるいはそういった家族を

抱えている皆さんに対しても、できるだけそちらのサ

イドに立った、そういう介護体制をつくる必要がある

というふうに思っておりますし、私、広域連合の連合

長もしておりますが、目線は費用対効果と、あるいは

合理化ということではなくて、あくまでも介護が必要

な方、そしてそのご家族の立場に立って仕事をすると

いうふうな指示をしておりますので、久慈市も同様の

視点で丁寧にしっかりと声を聞きながら対応する、そ

ういうふうに仕事を進めております。 

○議長（中平浩志君）  16番小野寺勝也君。 

○16番（小野寺勝也君）  次に、地域活性化、人口減

対策について、登壇して説明しましたように、人口減

対策で言えば、最近、制度で全国４ブロックに分けて
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いるんですが、Ａブロックは全て人口がふえていると、

Ｂブロックでも11県中８県が人口がふえていると。逆

に岩手県などのＤブロックは、これは17あるのかな、

そのうちＤブロックで人口がふえているのは沖縄だけ

なんですよ。 

 そういう点で、やっぱり最低賃金が高いところほど

人口が減らないという、結局、これは15年の国勢調査

の結果ですから、はっきりしていると思うんですね。 

 そういう点では、昨今言われている地方創生で、い

ろんなメニューで自治体にいろんな計画つくらせてい

るんですが、やっぱりこれを全国的に時給最低でも

1,000円、そして1,500円を目指すということが、地方

活性化でも地方創生でも一番の近道だと思うんですよ

ね。 

 そこで、市長も言われた中小企業対策です。なかな

か独自でということでは無理というのはあるんですが、

その点では、政府も小規模、これは従業員20人以下の

小規模事業者持続化補助金制度というのがあるようで

す。これでもって、そういう賃上げをアップしたとこ

には助成を拡大、補助を拡大するんだという制度があ

るようです。 

 こういう国の制度の拡充を求めながら、やっぱり最

賃を上げていくということが大事だというふうに思い

ますし、もう一つは、これは東京と岩手県の最賃の格

差は、比較は東京を100とすれば岩手は77なんですよ

ね。 

 ところが、これは岩手県がつくった「イーハトー部

に入ろう」という定住ガイドブックを見ると、これで

は東京と岩手の物価で見ても、東京の９割程度だとい

う分析をしているんですよね。少なくとも東京と岩手

が開きがあっても、１割ぐらいの開きだということで

すよね。 

 ところが、最賃で見ると、さっき言ったように77％

ということで、そういう点では時給1,000円と1,500円

を目指すと同時に、地域間格差、東京が高くて岩手は

低いんだという地域間格差の是正、これもぜひ協議を

求めていく必要があると思うんですが、いかがでしょ

う。 

○議長（中平浩志君）  浅水産業経済部長。 

○産業経済部長（浅水泰彦君）  地域活性化、人口減

対策にかかわっての最低賃金のあり方のお話でござい

ます。 

 議員からいろいろとデータ等お示しいただいたとお

り、最低賃金の部分での水準といたしますと、東京に

比較して岩手は８割弱というふうな状況で、しかもＡ

ＢＣＤのブロック分けの中で、引き上げ幅が常にＡブ

ロックのほうが高く、Ｄブロック、我々岩手含むＤブ

ロックは何円か安いというところで、格差が拡大して

いくという流れにあるということは認識しておりまし

て、これがそのままトータルの経済力の格差拡大につ

ながっている部分もあるのかなというふうに考えてお

ります。 

 一方で、その指数のみではなくて、人生シミュレー

ションといいますか、東京で全てをお金で済まさなけ

ればならないという部分と、我々住む岩手久慈、この

地域で金銭以外の部分で、物質的に享受できる部分と

いうものがございます。 

 そういったところで、今現在、地域活性化といいま

すか、地方創生という観点では、トータルの人生シミ

ュレーション、これは我がまちも決して見劣りしない

んじゃないかというふうなところを論点にして、今現

在、取りまとめを行っているところでございます。 

 いずれ市長答弁でも申し上げましたとおり、中小企

業、この労働賃金というものは非常に大きな負担にな

っているという実態がございます。使える制度につい

ては、しっかりとサポートしながら、何とか地域内の

賃金水準が向上できるように事業者ともども検討して

まいりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中平浩志君）  16番小野寺勝也君。 

○16番（小野寺勝也君）  いわゆる都会と地方、今言

われた給与以外のプラス要素というのもあるわけです

が、いろいろ調べてみますと、地方におれば車がどう

しても必需品だということですよね。それから、逆に

地方は住居費が都会より安いというプラスマイナスそ

れぞれあるんですが、トータル的に見ると、そんなに

変わらないというのがあります。 

 これは、自治労連などの最低生計調査ですが、盛岡

で25歳の男性が、これは日報にも載りましたけども、

１カ月最低生活どれぐらい必要だというと、税込みで

22万8,000円必要だと。この調査で一番高かったのは、

静岡のこれはやっぱり25歳の男性で24万6,000円で、

１万数千円の開きしかないというのは、さっきおっし

ゃられたように、車の関係とか住居費の関係で。です
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から、考えている以上に地方と都会の生計費の生活す

る上での差が生ずる理由はないということからいって

も、今部長答弁いただきましたように、ぜひ最賃のア

ップと地域間格差の是正、ぜひこれはいろんな機会を

設けて取り上げていただきたいということです。 

 次に、排水対策についてであります。 

 田高・新築町は測量に着手と、あるいは上長内につ

いては測量し、工事実施予定という答弁いただきまし

たけども、その辺、もう少し具体的にわかりやすく説

明してください。 

○議長（中平浩志君）  滝沢建設部長。 

○建設部長（滝沢重幸君）  排水問題にかかわって、

新築町と田高地区と上長内の具体的内容でございます

が、新築町・田高地区につきましては、下流のほうか

ら排水路をまず整備したいということで、水道事業所

の施設がある部分から小久慈線までは排水路整備が終

わっております。田高公民館ですか、あの辺の周辺は

終わっていましたので、その上流について整備をする

ための測量設計を進めていきたいと考えております。 

 と言いますのは、排水路を整備することによって、

まず、長内川の水位の関係もございますけども、排水

の問題が解消される部分もあるのではないかというこ

とで、まず排水路を整備したいと考えております。 

 次に、上長内の排水対策につきましては、三鉄から

市道がございますけども、旧45号との間に市道がござ

いますけど、まずそこの部分について、今年度工事を

実施したいと考えております。 

 その上流につきましては、随時測量等を行って事業

を進めていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  16番小野寺勝也君。 

○16番（小野寺勝也君）  教育委員会にお尋ねをいた

します。 

 教育委員会、一般行政が独立しているのは、教育の

中立性、継続性、まさに中立性だと思って、公の支配

からの独立ということだと思うんですね。そういう点

では、やはり公民館をコミュニティセンター化しても、

生涯教育は続けると、やるということでしたよね。 

 そうすると、やっぱりここでも教育の中立性、継続

性、当然公の支配からの独立ということがいいのでは

ないかと。それを市長部局に移すというのは、これは

これまでの歴史と存在意味、目的からすれば、後退す

るのではないかという根本的な疑問を持つんですが、

いかがですか。 

○議長（中平浩志君）  加藤教育長。 

○教育長（加藤春男君）  社会教育が、それが市長部

局に移ると政治的中立性を確保できないのではないか

というふうなご質問だというふうに伺いましたが、現

在の社会教育、生涯教育という言葉も使われましたけ

ども、最近は生涯学習という言葉が一般的になってま

いりました。 

 現在の公民館の事業等含めて、これは教育委員会が

実施しようが、市長部局が実施しようが、いわゆる政

治的中立性を損なうような内容というものは、現在の

日本の民主主義の成熟化の中、これはあり得ないとい

うふうに私は思っております。 

 そういうふうに日本の社会教育、生涯教育、そして

生涯学習は今進んできていると。さらにこれは新しい

段階を求めていく、そういう時代ではないかなという

ふうに思っております。 

 最初の質問の中に戦前のお話もございましたけども、

そういうふうな時代とはもう既に日本は大きく進歩し

てきているというふうに私は把握しております。 

○議長（中平浩志君）  16番小野寺勝也君。 

○16番（小野寺勝也君）  教育長、そういう捉まえ方

もあろうかと思うんですが、埼玉県で、ちょっと忘れ

ましたけど、公民館だよりに９条に関わった川柳を、

公民館だよりに載ったことがあるんですよ。 

 それが、政治的にいかがなものかということで問題

になって、掲載を取りやめられて、結局。確かに戦後

70年たっていますよ、そういう懸念は必要ないんだと

いうことを言われますけども、昨今の状況を見れば、

特に安倍自民党政権のもとで、戦争法はやるわ、秘密

保護法はやるわ、やっぱり自由と民主主義は当たり前

だという受け身ではなくて、もっとそういう自由と自

治をみずから守ると、積極的に守るという姿勢でない

とまずいのではないんでしょうか。現にそういう事業

の例としてあるわけで、まさに政治的な関与といいま

すか。 

 ですから、遠藤市長のときはないと思うんだけども、

結局、首長がかわるとコミュニティセンター化になれ

ば、社会教育法の適用外になりますから、市長の姿勢、

判断で重きを置かれるようになる場合もあるし、一般

行政化に傾斜してしまうという懸念も当然あるわけで
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すよ。 

 ですから、そういうことはあり得ないというだけで

は済まされないと思うんですが、ちょっと教育長、そ

の認識はいかがですか。 

○議長（中平浩志君）  加藤教育長。 

○教育長（加藤春男君）  埼玉の例はちょっとよくわ

からないんですが、今の時代、非常に重要なのは、や

はり世論であり、住民の意見なり、そして考え方、そ

してその人たちの主張、当然それがマスコミ等にも取

り上げられてくるわけですけども、そういうのが非常

に日本の社会を動かすのに大きな役割を果たしてきて

いるというふうに思っております。 

 もし明らかに政治的中立性を阻害するような、そう

いうふうな社会教育、あるいは生涯学習等が行われる

のであれば、これは恐らく市民、住民は黙っていない

というふうに私は認識しております。 

○議長（中平浩志君）  16番小野寺勝也君。 

○16番（小野寺勝也君）  そこで、いわゆるコミュニ

ティセンター化は、まちづくりを進めていく上で大事

なんだという対応ですよね。今の社会教育法でうたっ

ている公民館法の中でも、やっぱり地域づくり、まち

づくりは当然あるんですよね。 

 ですから、あえてそれを今の公民館では無理がある

んだということにはならないと思うし、もう一つは、

それこそ古今東西言われているように、まちづくり、

地域づくり、これは人づくりだということは共通して

言われていますよね。そういう点から言えば、まさに

米百俵の例もあるように、地域づくりは人づくりだと

いうことに言えると思うんですね。 

 そういうことからすれば、社会教育法でうたってい

る公民館の今の市民役割こそ、本来ある存在価値を大

いに発揮させていくということのほうが大事だと思う

んですが、いかがですか。 

○議長（中平浩志君）  中務教育部長。 

○教育部長（中務秀雄君）  公民館のコミュニティセ

ンター化ということで、以前の議会でも答弁しておる

わけでございますが、教育委員会といたしましては、

公民館の機能を継続しながら、さらに地域づくりの活

動拠点として施設活用の促進を図ろうとするものであ

るというふうに、要は施設利用の幅がさらに広がると、

住民自治の拠点施設に資するものであるというふうに

認識しております。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  16番小野寺勝也君。 

○16番（小野寺勝也君）  私は、もしこれを実際にや

るとすれば、いわゆる行政から住民にまちづくりを委

ねるということになって、撤退だということにつなが

ると思うんです。 

 そこで、次に、コミュニティセンター化になった場

合に、使用料の有料化も可能となるのかどうか、その

点いかがですか。 

○議長（中平浩志君）  一田総合政策部長。 

○総合政策部長（一田昭彦君）  これからコミセン化

につきましては、条例を提案して審議いただく形にな

りますが、まず、現在の公民館条例なんかを基本にい

ろいろ考えていきたいと考えております。 

 また、先ほども教育委員会のほうでもお話ししてお

りますが、まちづくりを進めていく上で、今の公民館

を地域づくり、まちづくりの拠点にしたい、一歩進め

ると、いわゆる今までの公民館ではだめなんじゃなく

て、さらに一歩進める。 

 地域の各公民館が地域づくりの核にしたい、住民の

たまり場にしたい、そういう思いでさらに進めるとい

うような感じでのコミュニティセンター化でございま

す。さらに社会教育事業等につきましては、教育委員

会でも出前教室をしたりとか、そういう部分ではしっ

かり担保していくということでございますので、先ほ

どの教育委員会の政治的中立、継続性、安定性を確保

する、これについては、何ら支障はないものと考えて

おります。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  16番小野寺勝也君。 

○16番（小野寺勝也君）  なかなか大変だと思います

が、次に、図書館の問題について、当時片山総務大臣

は、こういうふうに言っています。いわゆる2010年の

12月28日の通達を出した期限について、記者会見で、

「公共図書館とか、まして学校図書館などは指定管理

になじまないと思う。行政がちゃんと直営でスタッフ

を配置して運営すべきだと。良識とか、常識とか、

リーガルマインドとか、そういうものを喚起したいと

思って通知を出した。結果として、官製ワーキングプ

アというものを随分生んでしまっているので、それに

対する懸念も示し、少し見直しをしてもらいたいとい

う気持ちで通知を出した」という記者会見で述べてお
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ります。 

 そういう点では、やっぱり教育長は民間のノウハウ

を活用する、生かすというんだけども、これは既に図

書館は全国でまだ10％前後ですか、指定管理者に移行

したのは。そういう経験問題を踏まえてのこういう記

者会見の発言だったと思うんですが、これでどうして

民活の有効性が出てくるのかなというふうに思うんで

すが、最後に改めてお聞かせください。 

○議長（中平浩志君）  加藤教育長。 

○教育長（加藤春男君）  片山元総務大臣の記者会見

の答弁については、私も読みましたけども、いわゆる

図書館の指定管理をするなというふうな通知はないわ

けです。通知には書いてない。あくまでも、これは総

務大臣が良識とか常識の範囲だと、こう言ってるわけ

です。図書館を指定管理にしないというのは、当時の

総務大臣の良識、常識がそうだったということだと思

うんですね。 

 ただ、現在、その後たくさんの地方自治体で指定管

理の図書館が生まれてきております。やはり世の中変

わってると、良識やら常識も私は変わるものだという

ふうに思っております。 

 以上でございます。 

○16番（小野寺勝也君）  以上で終わります。 

○議長（中平浩志君）  17番城内仲悦君。 

○17番（城内仲悦君）  関連質問をいたします。 

 ４番目のＴＰＰについてお聞かせいただきたいと思

います。 

 先ほど答弁で、農業関連で3,600万から6,600万某し

という答弁がありました。 

 このＴＰＰに関しては、国の施策だということでな

かなか答弁がないところなんですけど、さきの６月議

会でこういう国の資料を提示いたしました。まさに真

っ黒だらけの資料が今現に提出された。 

 そのときに、私は国に対してきちんと中身を国民の

前へ明らかにして、審議すべきだということを要請し

てほしいという今もお話しているんですが、その後に

おいてどのような対応をしてきたのか、お聞かせくだ

さい。 

○議長（中平浩志君）  遠藤市長。 

○市長（遠藤譲一君）  ＴＰＰに関しましては、全国

市長会あるいは岩手県市長会ももっと具体的な中身を

開示せよと、それを推進するのであれば、対応策につ

いてしっかりと取り組んでほしいというふうな要請活

動を毎回上げております。その声は国にしっかり届い

ているというふうに認識しております。 

○議長（中平浩志君）  17番城内仲悦君。 

○17番（城内仲悦君）  昨日の日曜討論がございまし

た。自民党二階幹事長は、臨時国会で通したいという

ような意向をしておりました。野党の側から、慎重に

丁寧にやるべきだということで、この時期ここで通す

べきでないという意見を申し上げているようでしたが、

まさに今時点も、これは出れば既にマスコミに通じて

出るわけですよ。 

 現時点出ていないということが明らかであります。

これはやっぱり現時点、今まではそういう要望してき

たんだけど、さらに臨時国会において質問に対して資

料を提出しない限り、審議をごり押するなど、強行採

決するなどが、そういうきちんとした市長会等を通じ

てきちんと今の時点で、私は声を上げてほしいなと。

これ通ってからでは遅いので、その点をお願いしたい

と思うんです。 

 それからもう一つは、これはアメリカの関係よく言

います。今アメリカ大統領あともう少しで投票ありま

す。二人とも実は反対しているわけです。 

 オバマ大統領は推進してきたんだけども、議会議長

は承認しないと言っているわけです。そうしますと、

現時点ではアメリカが承認しない限り、ＴＰＰは発効

しないわけですね。 

 なぜ日本が後から参加して、こんな形でやろうとい

うのが非常に私疑問なんですね。そういった点で、今

臨時国会が始まろうとしていますが、拙速にすべきで

ないということの声も市長ぜひ、市長会等を通じて上

げていただきたい、なお努力していただきたい。 

○議長（中平浩志君）  遠藤市長。 

○市長（遠藤譲一君）  ＴＰＰについては、私もさま

ざまな問題、疑問を持っておりますが、今お話があり

ました点につきましては、国会でこれから議論される

ものでございますので、これを久慈市議会で論ずべき

私は何ものも持ち合わせておりません。これについて

は国会の場で、与野党論戦をすべきものというふうに

認識しております。 

○議長（中平浩志君）  17番城内仲悦君。 

○17番（城内仲悦君）  議会で論議するという話じゃ

なくて、そのことを市長会を通じて、ぜひ声として上
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げていただきたい、市長の声として上げていただきた

いということを申し上げておきたいというふうに思い

ます。 

 まさにＴＰＰの中身を見ますと、いわゆる多国籍企

業が自由に全ての分野で自由化できるという内容にな

っております。これは農業だけじゃないです。 

 そうしますと、まさにこれが通って発効されますと、

日本の文化そのものが崩壊の方向に行ってしまうと。

日本の社会、それから地域の経済にも明らかに影響し

てくるとなっております。 

 例えば、学校給食の身近な問題でいきますけど、自

治体が補助をして地元の食材を学校給食に提供するこ

ともできなくなるんですね。あえて条項がありまして、

それが支給されるとできなくなると。それから、今先

日私、農民新聞で報道されていましたが、現在、アメ

リカでは食品にダイチョウとか、それからハエの卵と

か一定程度入っていても承認してるんですよ、現にア

メリカでは。それが、ＴＰＰになってくると、それさ

えも自由に入ってくる状況が危惧されるという報道が

されておりました。 

 まさに、食の安全そのものが私は崩壊されてしまう

というふうに現時点でいろんな報道の中で認識をして

おりますが、そういった報道があったことについては、

市長はご認識しているんでしょうか、お聞かせくださ

い。 

○議長（中平浩志君）  遠藤市長。 

○市長（遠藤譲一君）  その点を含めていろいろ新聞

報道等でなされているのは、見聞きしております。こ

れについては国会で与野党間、しっかりと議論をして

方向性を決めるべき問題だというふうに思っておりま

す。 

 全国市長会、そして県の市長会を通じて、国内の経

済あるいは健康問題についても、不安が広がらないよ

うな、そういうふうな対策も求め続けておりますので、

何とぞご理解を賜りたいと思います。 

○議長（中平浩志君）  17番城内仲悦君。 

○17番（城内仲悦君）  要請は今までやってきている

という、さらにその点はいろんな報道に目を向けなが

ら適時市長会等を通じ、政府に対して要望していただ

きたいと重ねて申し上げておきたいというふうに思い

ます。 

 教育長にお伺いします。 

 文字・活字文化振興法という法律がありますことは

ご存じかと思いますが、どのような法律か、お聞かせ

ください。 

    〔発言する者あり〕 

○議長（中平浩志君）  17番城内仲悦君。 

○17番（城内仲悦君）  これは図書館の指定管理にか

かわっての質問になりますが、実は文字・活字文化振

興法という法律が施行されているのはご存じでしょう

か。知りませんか。 

○議長（中平浩志君）  加藤教育長。 

○教育長（加藤春男君）  大変勉強不足ですが、存じ

上げませんので。なお、質問通告にはございませんで

したので、通告していただければしっかりと調べてま

いりました。今後はそのようにお願いしたいというふ

うに思います。 

○議長（中平浩志君）  17番城内仲悦君。 

○17番（城内仲悦君）  通告にないからといいますが、

これは極めて必要な数の図書館を設置し、及び適正に

配置せよということが一つ。それから、司書の充実等

の人的体制の整備、図書館資料の充実、情報化の推進

等の物的条件の整備というふうなことをうたっている

内容になっております。 

 私は、図書館の指定管理等についてということで、

関連があったものですから、この資料に基づいて今質

問したわけですが、文字・活字文化振興法という法律

を市長、教育長は現在知らないということですが、こ

の法律に基づいて現にそういった体制ができていない

状況の中で、指定管理にいこうとしているところに私

は問題があるんじゃないかというふうに思うんですが、

今、久慈市の図書館が大分法律に基づいた形で整備さ

れているかというと、そうでないじゃないかという状

況だと思うんですが、図書館の司書の配置とか、その

点で必要な措置がなされているというふうに認識をし

ているのか、司書の数も必要な数が現在の図書館に配

置されていると思っているのかどうか、お聞かせくだ

さい。司書数ですよ、必要な。 

○議長（中平浩志君）  中務教育部長。 

○教育部長（中務秀雄君）  ご紹介の法律については

ちょっと私も存じ上げませんが、いわゆる図書館のこ

となら図書館法だと思ってございまして、その中で人

的、いわゆる司書の配置でありますとか、基準が当然

にあるものでございますので、市の図書館につきまし



－39－ 

ては、そのとおり必要な人員は配置しているというふ

うに考えております。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  17番城内仲悦君。 

○17番（城内仲悦君）  必要な人員は配置されている

というふうなお話しですが、それが例えば本採用の職

員とか、あるいは臨時採用の職員とかってその他多々

あるわけですよね。その点では、図書館法では基本的

には司書について、正職員を配置せよとなっていると

いうふうに私認識していますが、その辺はどなたが配

置されてもいいと思っているのか、人数さえ配置され

ればいいと思っているのか、その点どういう認識をし

ていますか。 

○議長（中平浩志君）  中務教育部長。 

○教育部長（中務秀雄君）  深く読み込んだわけでは

ございません、いわゆる法律の中には正職員であると

か、臨時職員であるとかっていう区分はないと思いま

す。図書司書の配置というふうなことだと理解してお

ります。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  17番城内仲悦君。 

○17番（城内仲悦君）  それでは、図書館の指定管理

の方向にいきたいという市の意向があるわけですが、

その際に、いわゆる丸投げな形で民間に委託をするの

か。あるいは必要な職員について、例えば私、さっき

言った文字・活字文化振興法などがあって、そこが必

要な図書館の整備についてうたってあります。そうい

ったことも活用した形で、こういった図書館、人的に

は司書を配置せよとかということについても、きちっ

とおやりになるのか。結局司書が配置されないと、ま

さに図書に精通しない人が本を選んだりさまざまする

わけですが、そういった点での指定管理をする際の条

件とか、指定管理を受けるものに対するいろんな司書

の数とか、さまざまな点について制約を設けることに

なっているのか、丸投げでやると、その点は今の時点

どうなんですか。 

○議長（中平浩志君）  中務教育部長。 

○教育部長（中務秀雄君）  いわゆる丸投げというお

話しございました。指定管理者制度導入するにいたし

ましても、必要な法等で定められている図書館司書の

必置の職種、そういうものについては当然に配置なさ

れなければならないものと思っておりますし、それは

実際の協定内容の部分でうたっていくと、盛り込んで

必ずそういう専門的な職種が必要であれば配置すると

いうのが条件になると思っております。 

 以上でございます。 

○議長（中平浩志君）  17番城内仲悦君。 

○17番（城内仲悦君）  その点、今確認しますが、そ

ういった法律に基づいていずれ必要なことについては、

提示しながら進めていくということだというふうに思

うんですが、いずれ場所によってはさまざま言ったよ

うに、丸投げしてあったり、いろんな方法やっている

ようですので、そういった意味では丸投げというのは

やらないということを今答弁あったと思うんですが、

その点、今後やるにしてもそういった点ではきちんと

一定の制約を設けたりして、方向としてはやるという

ことを確認しておきたいと思いますが、その点、今言

った先ほどの文字・活字文化振興法なるものを現在知

らないという話ですので、これは再度そちらで調査し

ていただいて、今申し上げた点、文字・活字文化振興

法は必要な数の公立図書館をということ、中身とすれ

ば司書の充実等の人的体制との整備、図書館資料の充

実、情報化の推進というふうなことが条件としてあり

ますので、そういった法律が生かされた形でなされる

ということを確認したいと思うんですが、答弁お願い

します。 

○議長（中平浩志君）  中務教育部長。 

○教育部長（中務秀雄君）  ただいま城内議員ご指摘

の点を含めまして、今後とも先行事例等ございますの

で、それらを含めて検討・研究してまいりたいと思い

ます。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  この際、昼食のため休憩いた

します。 

 再開は午後１時といたします。 

    午前11時42分   休憩   

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

    午後１時00分   再開   

○副議長（桑田鉄男君）  休憩前に引き続き、会議を

開きます。 

 一般質問を継続します。 

 次に、政和会代表、砂川利男君。 

    〔政和会代表砂川利男君登壇〕 

○14番（砂川利男君）  政和会を代表して一般質問を
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始める前に、さきの台風10号においてお亡くなりにな

られた方に対し、心から哀悼の意を表し、お悔やみを

申し上げます。また、同時に住宅の被害を受けられた

皆様方に対しても、心からお悔やみを申し上げます。 

 それでは、質問に入らせていただきます。 

 １番目の項目のアメリカ駐日大使の招聘についてお

尋ねをいたします。 

 アレン記念館が国の有形文化財に登録見込みと聞く

が、いかなる状況のもとにあるか、お尋ねをいたしま

す。駐日アメリカ大使招聘については、久慈の経済界

ともいえる方々がケネディ家にしょうてんのこうえん

などで広く知られておることから、要点を申し上げ御

理解を賜りたい。 

 タマシン・アレン女史は、戦前から久慈に来られ、

その行動力はまさに獅子奮迅の活躍で、今や世界の宣

教師の20傑に数えられておりますことは、ただただ驚

きと感謝の思いのほかに言葉が出ないところでありま

す。そのタマシン・アレン女史がアメリカ時代の親友

であったエリザベス・アンネ・ヘンプヒルさんの夫は、

駐日アメリカ大使館付アメリカ航空空軍の司令官とし

て東京都の三鷹市の公邸に住んでおられた。エリザベ

ス・アンネ・ヘンプヒルさんは、昭和34年から昭和36

年にわたって久慈に帰ってアレン先生から聞き取りを

し、大学の修士論文をまとめられた論文をケネディ大

統領が読まれて、ライシャワー駐日アメリカ大使に、

アレン先生に会ってくるように指示されたことが報道

されていることは、当市にとって何ものにもかえがた

い宝と思えてなりません。タマシン・アレン女史が滋

賀県近江八幡に矢幅氏を派遣し、建築設計士ヴォーリ

ズ氏との親交を深められ、その縁あってヴォーリズ建

築設計事務所が久慈幼稚園を設計し、建築資金は近江

兄弟社が出して建築された建物が今般、国の有形文化

財登録はこの上ない喜びで感謝に耐えないところであ

ります。 

 ただいま、一連の流れを申し上げたわけで、前置き

が少し長くなりましたが、タマシン・アレン女史が生

涯をかけて取り組まれた数々の功績に大きな光が当た

らんとする今、市を挙げて盛大に有形文化財登録に対

し、祝賀の式典を挙げることなくして、キャロライ

ン・ケネディ駐日大使を当市に招聘する大意が立たな

いと思うが、ご所見を賜りたい。 

 次に、地方版総合戦略の取り組みについてお尋ねを

いたします。 

 国から示された人口ビジョンなど策定通達への取り

組みについてお伺いいたします。 

 次に、久慈工業高校についてお尋ねをいたします。 

 震災の経験を踏まえ、エネルギーや防災関係の学科

を新設した久慈地域ならではの特徴ある学び舎として

必要性を強調することで学校存続への一助になると思

うが、市の考え方について、お尋ねをいたします。 

 次に、希望郷いわて国体の受け入れ体制についてお

尋ねをいたします。 

 開催時期が迫ってきたが、宿泊施設や市内の案内、

会場での誘導などを含めた受け入れ体制は万全か、お

尋ねをいたします。 

 次に、高齢者の自動車免許自主返納対策についてお

尋ねをいたします。 

 自主返納者に対する優遇策として、市民バス無料券、

タクシー割引券などのサポート制度を取り入れている

自治体があるが、市の考え方をお尋ねをいたします。 

 保育料の無料化についてお尋ねをいたします。 

 子育て支援策として第３子以降の保育料を無料化し

たが、その成果をどのように捉えているか、お尋ねを

いたします。 

 ②第１子、第２子に対する導入時期や支援策を検討

しているか、お伺いいたします。 

 次に、宇部川地区ほ場整備事業についてお尋ねをい

たします。 

 整備した影響により段差が生じた市道の危険防止策

としてガードレールなどの交通安全施設が必要と思う

が、整備する計画があるのか、市の考え方をお尋ねい

たします。 

 農業振興についてお尋ねをいたします。 

 農村の住宅建築に支援制度を導入し、若夫婦が住み

よい快適な暮らしを応援する考えを山本農林水産大臣

が提唱しているが、当市としての考え方についてお尋

ねをいたします。 

 次に、観光振興についてお尋ねをいたします。 

 主要地方道久慈岩泉線大月峠工区の改良整備工事が

完了する運びとなり、９月22日に岩泉町内で完成祝賀

会が開催されることでありましたが、台風10号のため

中止となりましたが、状況としては変わらないと思い

ますが、今後、岩泉町との交流が加速される状況とな

ったわけでありますが、観光振興策についてお尋ねを
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いたします。 

 久慈秋まつりへのゲスト招聘について。 

 スペシャルゲストの招聘について、どのような取り

組みをしたのか、お尋ねをいたします。 

 次に、久慈駅前の整備計画についてお尋ねをいたし

ます。 

 外国人観光客が延べ4,000万人訪れるといわれてい

る東京オリンピック開催まで４年となり、来久者が増

加すると思われるが、久慈駅前の整備に当たり、民間

による宿泊施設の誘致を積極的に推進すべきと思うが、

市の考え方についてお尋ねをいたします。 

 次に、国道281号平庭トンネルについてお尋ねをい

たします。 

 主要地方道野田山形線二又地区に抜ける整備案は検

討されたのか、お尋ねをいたします。 

 公共下水道事業計画について。 

 見直しの検討に着手したが、基本的な施策の方向性

についてお尋ねをいたします。 

 広域連合立学校の可能性についてお尋ねをいたしま

す。 

 急速に進む少子化により、市内で休・廃校した学校

はこれまでに何校あるか。野田村、洋野町等に接する

地域では、広域連合立学校の構想を策定する必要性を

感じるが、市の考え方についてお尋ねをいたします。 

 以上で、政和会を代表しての質問を終わります。 

○副議長（桑田鉄男君）  遠藤市長。 

    〔市長遠藤譲一君登壇〕 

○市長（遠藤譲一君）  政和会代表、砂川利男議員の

ご質問にお答えをいたします。 

 最初に、アメリカ駐日大使の招聘についてお答えを

いたします。 

 タマシン・アレン先生の居宅でありましたアレン記

念館につきましては、ことしの７月15日、文化庁の文

化審議会において国の登録有形文化財に登録すべきと

の答申がなされたところであり、現在は、文化財登録

原簿への登録手続が行われているところであります。

11月の官報告示を受け正式に登録される見込みであり、

その後、所有者である学校法人東北文化学園大学に対

し、登録の通知及び登録証の交付がなされる予定とな

っております。 

 祝賀会や一般公開等につきましては、大学側と協議

の上進めてまいりたいと考えており、またキャロライ

ン・ケネディアメリカ駐日大使の招聘につきましては、

所有者の意向も踏まえながら、総合的に検討してまい

りたいと考えております。 

 次に、地方版総合戦略の取り組みについてお答えを

いたします。 

 国から示された人口ビジョン等の取り組みについて

でありますが、当市では昨年10月にまち・ひと・しご

と創生法に基づき、久慈市版の人口ビジョン及び総合

戦略を策定したところであります。主な事業といたし

ましては、地方創生加速化交付金及び地方創生推進交

付金事業で実施する、ヘルスツーリズム導入によるヘ

ルスケアビジネスの創出や、雇用対策として企業連携

による新卒者の人材確保、人材育成事業、地域コミュ

ニティ対策として、ふるさと未来づくり事業などに取

り組み、人口減少の克服と地域経済の発展を導き、ま

ち・ひと・しごとの創生とそれらの好循環の確立を目

指してまいります。 

 次に、久慈工業高校についてお答えをいたします。 

 岩手県教育委員会では、平成28年３月に新たな県立

高等学校再編計画を策定したところであり、久慈工業

高校につきましては、久慈東高校との統合時期等につ

いて検討されることとなっております。久慈工業高校

は、市内の事業所で活躍する工業系の人材を輩出し、

地域経済の活性化に大きく貢献しているところであり

ますが、今後におきましても、望ましい学科のあり方

を含め、生徒自身が希望する教育の場が確保されるよ

う、機会を捉えて県に訴えてまいります。 

 次に、希望郷いわて国体の受け入れ体制についてお

答えをいたします。 

 まず、宿泊施設についてでありますが、台風10号に

より選手、役員等の宿泊を予定しておりました20施設

のうち８施設が被害を受けたため、宿泊計画を修正し

て対応することとしております。宿泊施設数の減少や

遠距離施設への配宿を行わざるを得ないことから、一

部の選手、役員にご不便をおかけする部分もあります

が、おもてなしの気持ちを持って対応をしてまいりま

す。 

 次に、市内の案内、誘導等についてでありますが、

久慈駅前と競技会場である市民体育館に案内所を設置

し、競技や観光等に関する情報の提供や会場の案内な

ど、円滑な競技運営に向けて対応してまいります。ま

た、台風10号による市街地等の復旧状況を踏まえなが
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ら、久慈駅への歓迎横断幕や商店街へのバナーフラッ

グ設置による歓迎装飾を行うなど、関係機関と連携、

協力しながら国体の受け入れ体制を整えてまいります。 

 次に、高齢者の自動車免許自主返納対策についてお

答えをいたします。 

 近年、高齢者が関係する交通事故の割合は高くなっ

ており、今後におきましても高齢社会の進展に伴い、

高齢者ドライバーが加害者となる交通事故の増加が懸

念される状況にあります。そのような中、運転免許証

の自主返納は、高齢者が加害者となる交通事故を減少

させるとともに、高齢者を抱えるご家族の不安解消に

つながるものと認識しております。 

 運転免許証の返納促進に向けて、地域カードのポイ

ント付与や、バス、タクシー利用時の乗車券交付など

を実施している県内自治体もありますが、いずれも地

域公共交通が充実している地域であると認識いたして

おり、当市においては公共交通機関の利用が難しいと

いう地域課題もあることなどから、久慈警察署をはじ

め、関係機関等と意見交換しながら、返納の促進方法

を検討してまいりたいと考えております。 

 なお、高齢者の交通安全対策につきましては、交通

安全教室開催や街頭啓発などにより、交通ルール順守

の徹底が図られるよう、引き続き関係機関、団体と連

携しながら積極的に取り組んでまいります。 

 次に、保育料の無料化についてお答えをいたします。 

 まず、第３子以降の保育料の無料化についてであり

ますが、平成27年度から市独自の子育て支援策として

第３子以降の子供の保育料を無料化したところであり、

平成27年度においては209世帯で237名が対象となり、

無料化に要した経費は約5,200万円となっております。 

 平成27年度の保育所入所児童数は前年度と比較し18

名増加しており、第３子以降の保育料無料化により子

育て世代の負担軽減が図られ、子供を産み育てやすい

環境づくりの一助になっているものと捉えております。 

 次に、第１子、第２子に対する保育料の無料化につ

いてでありますが、今年度から国においては年収360

万円未満相当のひとり親世帯等の場合、第１子から半

額、第２子以降が無料となる軽減措置を実施している

ところであり、今後とも国の動向を注視しながら適切

に対応してまいります。 

 次に、宇部川地区ほ場整備事業内の市道の交通安全

施設整備についてお答えをいたします。 

 市道のガードレール等の交通安全施設につきまして

は、公益社団法人日本道路協会が発刊する防護柵の設

置基準により、盛り土、擁壁、橋梁、高架などの区間

で一定以上の高低差がある箇所や、川、水路などに隣

接する危険な箇所に設置することとなっております。

ほ場整備事業内の交通安全施設につきましても、事業

主体である県北広域振興局と連携し、設置について検

討してまいります。 

 次に、農業振興についてお答えをいたします。 

 農村の住宅に関する山本農林水産大臣の発言につい

てでありますが、山本大臣は、本年８月５日の記者会

見におきまして、「農業後継者がローンで購入した住

宅等について証券化し、金融メカニズムの中に取り込

み、この住宅等がデフレにならない仕組みについて考

えている」旨、言及したところであり、現段階におき

ましては、「農家住宅の建築等に対し支援するもので

はない」との考えを示しております。 

 当市といたしましては、大臣発言に基づく国の動向

を注視するとともに、有益な制度が創設された場合は

積極的に活用するなど、農村地域の定住促進と快適な

生活の支援に取り組んでまいります。 

 次に、観光振興についてお答えをいたします。 

 主要地方道久慈岩泉線は、大月峠工区の整備完了に

伴い、当市と岩泉町の産業及び観光交流等を担う重要

路線として機能するものと認識しておりますが、台風

10号被害の影響により、９月22日としていた供用開始

時期は未定となっていると沿岸広域振興局から伺って

おります。 

 大月峠の周辺は、山根六郷や岩泉町安家地区など、

失われつつある日本の原風景が残されておりますこと

から、豊かな自然と素朴な食や人などを結ぶ新たな広

域観光ルートと位置づけ、岩泉町との連携による旅行

商品を本年秋に販売予定としておりましたが、今般の

甚大な被害により実施を見送ったところであります。 

 今後におきましては、被害状況や復旧・復興の進捗

を見極めながら、復興のシンボルともなる岩泉町との

広域連携を構築してまいります。 

 次に、久慈秋まつりへのゲスト招聘についてお答え

をいたします。 

 ＮＨＫ連続テレビ小説「あまちゃん」の出演者であ

ります、のんさん、本名、能年玲奈さんには、平成26

年以降、毎年、所属事務所に出向くなど秋まつりの出
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演をお願いしていたところであり、このたび調整が整

い、３年ぶりに参加いただけることとなったところで

ありますが、残念ながら今般の台風10号被害に鑑み、

秋まつりが中止になったところであります。 

 なお、のんさんには９月18日にお見舞いのため、ボ

ランティアとして久慈市を訪問いただき、被災者を激

励していただいたところであります。 

 次に、久慈駅前の整備計画についてお答えをいたし

ます。 

 平成27年度の当市への外国人観光客は、小袖海女セ

ンターにおける調査において、前年度比30.8％増の

433人となっており、外国人観光客受け入れ体制の整

備として、観光施設へのＷｉ癩Ｆｉ設置、パンフレッ

トや案内看板の多言語化などに取り組んでいるところ

であります。 

 ご提案のありました宿泊施設の誘致につきましては、

岩手県旅館ホテル生活衛生同業組合久慈支部等とも情

報共有を図りながら、対応してまいります。 

 次に、国道281号平庭トンネルについてお答えをい

たします。 

 主要地方道野田山形線二又地区から国道281号葛巻

町江刈地区に抜けるトンネルの整備につきましては、

交通量が少ないことなどから検討に至っておらず、早

期の事業化は難しい状況であると道路管理者である県

北広域振興局から伺っております。 

 市といたしましては、復興支援道路に位置づけられ

ている国道281号について、沿線市町村により構成す

る国道281号整備促進期成同盟会の会長として、久

慈癩盛岡間の90分構想の実現に向けての抜本的な改良

を今後におきましても、国・県に強く要望してまいり

ます。 

 最後に、公共下水道事業計画の見直しについてお答

えをいたします。 

 見直しの基本的な方向性についてでありますが、今

後の人口減少や厳しい財政状況に対応し得る持続可能

な汚水処理事業を構築することを目的に、久慈市汚水

処理構想を見直すこととしており、今年度末完了を目

途に現在作業を進めているところであります。 

 以上で、政和会代表、砂川利男議員に対する私から

の答弁を終わります。 

○副議長（桑田鉄男君）  加藤教育長。 

    〔教育長加藤春男君登壇〕 

○教育長（加藤春男君）  政和会代表、砂川利男議員

のご質問にお答えをいたします。 

 最初に、市内で休・廃校した学校についてでありま

すが、平成18年３月の新久慈市発足以降、小学校８校、

中学校３校が統合により閉校しております。 

 次に、広域連合立学校の構想についてでありますが、

児童生徒数の減少がさらに見込まれる中、市町村の区

域を越えた学校再編も選択肢の一つであると考えます

が、まずは、市内における学校の適正な配置を基本と

して、検討を進めてまいりたいと考えております。 

 以上で、政和会代表、砂川利男議員に対する私から

の答弁を終わります。 

○副議長（桑田鉄男君）  再質問、関連質問を許しま

す。14番砂川利男君。 

○14番（砂川利男君）  何点か再質問をさせていただ

きます。 

 まず初めに、アメリカ駐日大使の件についてお尋ね

をいたします。 

 私は、ためにする質問をしているわけではございま

せん。また、答弁を聞かせていただき感想を率直に申

し上げると、ためにする答弁に聞こえてならんので、

もうちょっと現実性があるのか、ないのかをどのよう

な認識をされているのかをちょっとお尋ねいたします。 

○副議長（桑田鉄男君）  澤里総務部長。 

○総務部長（澤里充男君）  アメリカ大使を招聘する

ことについてということでございますが、砂川議員さ

んがタマシン・アレン先生と、それからケネディ大統

領との関係とかいきさつについては、ご案内、ご紹介

いただいたとおりだと思いますが、その中でいろいろ

と、その当時おいでになったときの経緯等については

諸説があるというふうに伺っておりまして、どのよう

な状況だったかということについては、今、我々も判

断しかねるところでございます。 

 ただ、議員おっしゃったとおり、招聘するための大

意といいますか、そういった部分ではこういったアレ

ン記念館の文化財の登録がいいきっかけにはなるとい

うふうには捉えておりますが、現在の所有者は、東北

文化学園大学が所有しているということでございまし

て、そういった方々とよく相談をしながら決めていか

なければならないというふうに捉えておりますので、

ご理解をお願いしたいと思います。 

○副議長（桑田鉄男君）  14番砂川利男君。 
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○14番（砂川利男君）  言いたくないことを申し上げ

れば、よくないんだけども、相手の言うことを聞いて

いれば自分の考え方を実現する機会がことごとく遠ざ

かるんですよ、実際問題。ですから、久慈市として、

このケネディ大使を招聘していくんだという考え方が

根本的にあるか、ないかの問題なんです。私は、決し

てこれはただ単なる発想でもって考えてるわけではご

ざいません。このケネディ大統領が存在しているころ

の時代に、久慈市の現状を、僣越ながら我が国の国会

の机の上にどんだけ現実が到達しているかということ

さえ難しい状況だったんじゃないかなと思うんですよ、

地方と中央の格差の隔たりを見れば。まともに久慈市

の現状というものは、国の議論する机の上に乗ったと

いうような感じは思えないんですよ、私は。そのとき

に、世界のトップリーダーたるアメリカの大統領に、

じきじきに久慈市の現状の悲惨な状況がつづられた論

文が届いてるんですよ。これは私は大変なことだと思

うんですよ。久慈市の現状の生々しい貧困状態が世界

のトップリーダーの大統領のもとへ論文が届いてるん

ですよ。それだけの大きな私は大問題だと思うんです。

ただ単に、こじつけで大使に久慈に来てもらうんだと

いうような単純な発想ではないですよ。そういうとこ

ろを私は、もうちょっと真剣に考えてもらいたいです

ね。要するに、こういうことを実現させたらどうなる

かということですよ。久慈市の社会認識のレベルがは

るかに世の中から認められて上がるんですよ、実際問

題。社会認識が高くなれば、それに相応した設備投資、

相応した社会のインフラ整備を国がやらなければなら

なくなるんですよ。だから私は、この問題はゆるがせ

にすることができない、そういうように思ってるんで

す。例えば、このケネディ大統領の有名な演説の中に、

「国が何かをしてくれるのではなく、何を国のために

あなたができるのかを問いたまえ」、これが世界的に

有名な言葉のようなんですが、これのもとは山形県の

米沢藩の殿様が発した言葉が心頭になっていると言わ

れている。 

 そこで、山形県の知事は、キャロライン駐日大使の

ところへ手紙を書いた。それが伝わって、キャサリン

駐日大使は、それを講演の中で認めて、それで山形県

は招聘運動に力を入れて山形県に来たんですよ、実際

問題。日本の社会というのは、私から思うには、周り

の文化だと思う。頂点に立つ人を取り囲む人たちの判

断いかんによって決断が左右されるというのは珍しく

ない。ところが、欧米の社会は、個人の判断に基づく

社会が形成されていると。ですから、筋道の通った手

順を踏んだ形での要請を行っていくならば、私は決し

て無意味なことではないと、その話は通じないはずは

ないというように思っているんですよ。そういう意味

で、もうちょっと本気になってこれに取り組んでいく

気があるのか、ないのかという部分をちょっと聞かせ

てください。 

○副議長（桑田鉄男君）  澤里総務部長。 

○総務部長（澤里充男君）  ただいま山形県でキャサ

リン駐日大使を招聘した事例等をお話いただきました。

やる気があればということだと思うんですが、それに

つきましては繰り返しになりますけれども、関係者

等々と協議しながら決めていかなければならないとい

うふうに考えておりますので、ご理解をお願いいたし

ます。 

○副議長（桑田鉄男君）  14番砂川利男君。 

○14番（砂川利男君）  これをいつまでも長々とやっ

てるつもりもないけども、参考までに、録画で見ても

らうことができなくて残念だけども、ヘンプヒルさん

という人の関係者から写真をいただいて、大きくした

ものがこれです。この方がヘンプヒルさんという方な

んですけど、この方が空軍司令官の奥様で、アレン女

史とはアメリカにいるときは非常に親友だったようで

ございます。それがために、この大学の修士論文がケ

ネディ大統領に伝わったと。 

 それで、話はちょっとそれますけども、釜石は太平

洋戦争に艦砲射撃を受けて大変な被害をこうむったわ

けなんです。久慈にも川崎製鉄があったから、本来で

あれば攻撃されておかしくない。それが、なぜ久慈は

艦砲射撃の対象にならないで済んだかといった意味に

おいても、アレン先生がこういうところに強力な人脈

を持ってる中での働きかけが功を奏したと言われてる。

そういった意味をもろもろ込めたところから考えると、

私は決してこのケネディ駐日大使を久慈においでいた

だく運動、行動を起こしたって何ら不思議な縁ではな

いと思うんです。この山形県の縁を見たってそうなん

ですよ。だから、欧米人という者の認識というのは日

本人と全然違うんです。ですから、心を開いた対応と

いうものを私は必ずや功を奏するという確信を持って

おるんです。少なからず海外での生活の体験で私はそ
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う思うんです。ですから私は、この招聘運動に力を入

れていくべきだということを取り上げたわけなんです

けども。今の答弁を聞く限りにおいては、相手の話を

聞いて、その中で取り組んでいくか、いかないは、自

然の中へ出てくるんだというような感じを私は、何事

もなかなか進まないんではないかなというふうに思え

てなりません。 

 そういうことで、この件はやめておきますので、と

にかく私は、あきらめないでこの久慈市に招聘運動を

起こしていただきたい。なぜかならば、ことしの11月

には新しいアメリカの大統領が決まるわけですから。

大統領がかわれば、現在の駐日大使だってかわる可能

性もなきにしもあらずだ。そういう意味からすれば、

残された時間は数少ない。やる気を起こすならば今の

うちだというふうに思いますが、もう一度感想を聞か

せてください。 

○副議長（桑田鉄男君）  澤里総務部長。 

○総務部長（澤里充男君）  大変申しわけございませ

んが、この件に関しましてはいろいろ関係機関等もご

ざいますので、確かに大統領選挙等もありまして、11

月にはまた新たな大統領が決まれば、現在の大使の動

向等も出てくるかとは思いますけれども、その辺を踏

まえながら関係機関等と協議をしてまいりたいという

ふうに考えております。 

 以上でございます。 

○副議長（桑田鉄男君）  14番砂川利男君。 

○14番（砂川利男君）  時間がないので、次に移りま

す。 

 農業振興についてお尋ねをいたします。 

 山本農林水産大臣が、農家の住宅建設に声援をして

いくんだという方向づけの話をされております。これ

は、農家も農林水産大臣もそうですけども、国交省も

同じように人口減少に対する何らかの施策をしていか

なければならないという方向を打ち出してきておりま

す。そういった中で、国では今まさに、この人口減少

に対してものすごい危機感を持っている。どういうふ

うに持っているかというと、「人口減少社会の到来は、

需給双方の観点から、日本経済に突き付けられた大き

な課題である。出生率の向上が５年遅れるごとに、将

来の定常人口が概ね300万人ずつ減少する」、こうい

う捉え方を国ではしてるんです。もちろん、我々のこ

の市でも深刻に取り組んでいかなければならないとい

うふうに思うんですが、人口をふやしていくための最

も効果的なものはいろいろあると思うんですけれども、

その中からどのように捉えているのかお尋ねいたしま

す。 

○副議長（桑田鉄男君）  浅水産業経済部長。 

○産業経済部長（浅水泰彦君）  農業振興にかかわり

ましての、この山本農林水産大臣の発言を受けての地

域の人口減少問題、この部分で定住促進といいますか、

人口増加の効果的なものが何かというお尋ねだという

ふうには理解いたしましたが、やはり今回のこの質問

の趣旨にもありますとおり、若者の定住というものが

必須だろうというふうに考えておりまして、そのため

のやはり定住しやすい環境、そこで生活ができる、生

業が成り立つというふうなものが最重要であろうとい

うふうに認識しております。 

 以上でございます。 

○副議長（桑田鉄男君）  14番砂川利男君。 

○14番（砂川利男君）  この人口の減少に関する統計

で、親と若夫婦が同居する世帯の多いところが人口が

多いのがデータ上出てるんです。県名で言うならば、

山形県、福井県、石川県、島根県とか日本海側が圧倒

的に多いんです。ここは、親子の同居の世帯が非常に

多い。したがって、子供さんも多いというデータが出

てございます。今までの我が国の政策というのは、核

家族、要するに国民を団結しない方向に社会を誘導し

てきた。政権を運営しやすくするためだと思うんです。

これが行き詰まって現在、抜き差しならない状況が出

てきた。だから国でも一生懸命やらなければならない、

慌てふためている。こういう状況だというふうに私は

理解しているんですけども、いろんな形で子供さんに、

諸手当から公的なものから無料にするとか減免にする

とかいうのも多少は、もちろん効果はあるでしょう。

問題は、親と子供さん夫婦が一緒に住むということは、

子供さんを見てもらえる、だから子供がふえるんです

よ。データ上そうなってる。それが、核家族と称して

若夫婦だけが独立して住む生活になってくると、幾ら

子供さんを望んだってなかなか育てるのに困難が生じ

てくる。それを補える状況が、親子で住むことが最も

理想的だというのがデータ上出ている。それが、日本

海側の地域では圧倒的に我が国の中では現状が多い。

ですから私は、ここに着目をしていく必要があるとい

うふうに申し上げたい。それを、くしくも山本農林大
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臣はこう言ってるんです。「農村の過疎化対策に意欲

を見せた」と。それはどういうことかというと、「誇

りやプライドとかがつかないと地域が衰退する」と指

摘し、活性化策として「格好いい住宅や便利な住宅を

支援できないか」と農業者の住宅建設への支援を検討

すると明らかにした。秋に結論を得るとした。 

 要するに、農業者の後継者の自宅にかっこいい住宅

や便利な住宅をつくるために支援をしていくんだとい

うことを言い始めた、この山本農林水産大臣は。です

から、ここはこれからの時代の取り組みにかわると思

うんですけど、私は例えば、久慈市の独自の政策とし

て親子夫婦が親子で住むところに対しては、何らかの

対策を講ずるために、それ相当の支援策をしていく必

要があると思います。それは、条件は、親と子供さん

夫婦が同居に限る前提条件をつけて親子で住める状況

をつくってもらう。そこには、家を丸々１軒建ててや

るぐらいの支援策を講ずるべきだ。その考え方をこの

山本農林大臣の考えで通ずるんですよ。ぴったり通ず

る。これを政和会の中でも私はかんかんがくがくの議

論をしたために、たまたま私の順番でないのに、きょ

う代表質問をやれということになったんですけども、

ですから、こういうのを真剣に検討していただきたい

が、考え方をちょっと聞かせてください。 

○副議長（桑田鉄男君）  一田総合政策部長。 

○総合政策部長（一田昭彦君）  今、議員お話のとお

り、まさに親子夫婦が住むための支援をしていくこと

が非常に重要だと思っています。ただ、人口減少その

ものというのはいろいろな要因がありますし、これを

克服するためには住宅だけではなく教育環境、それか

らもちろん雇用も大切でございますし、そういうのを

一つ一つ丁寧にやることも必要だと思います。そうい

う部分で、今、議員お話のそのような支援策というの

についても、全体を見ながらいろいろ検討をしていか

なければならないと考えております。 

○副議長（桑田鉄男君）  14番砂川利男君。 

○14番（砂川利男君）  私は、この親子の若夫婦と親

が住める状況を年に１つでも２つでも、この市が思い

切った政策を、独自策を打ち出していくことが私は必

要だと思います。そのための、その支援策なり何なり

として考えた場合、第一次産業、要するに農業は機械

化できないんです。ある一定の機械化はできても、人

手のかかる形が抜きにできない。ですから、農家に活

力を与える形をとらない限り、人口はふえないんです

よ、いろんな理屈を言っても。ですから、ここに力を

入れていかなかったならば、私は人口はなかなかふえ

ていかないというふうに思うんです。そういった中で、

岩手県の中で特別すぐれた取り組みをしているなとい

うように私が思っているところが花巻なんです。岩手

県の花巻のＪＡ管内集落で集落営農ビジョンを策定し、

状況に応じ、普段の見直しを行い、生きたビジョンに

向けて地域を挙げて取り組んでいる。こういうことが、

この農業新聞にも紹介されているんです。ですから、

この久慈市の中でも限界集落とか何とかというような

言葉もあるぐらいに、相当する地域がそこらじゅうに

点在してきたんです。そういったところをまとめて、

この集落営農ビジョンというものを行政が運営する形

をやって指導していくべきだと思うんです。それが、

先ほど申し上げた親子で暮らせる住宅に2,000万円、

3,000万円の金を出して、そういう特別な待遇にでき

る形をとるのを１つでも２つでもふやしていく。その

裏づけとなるのは、この集落営農ビジョン、これを久

慈市ならではのものを策定していくべきだというふう

に思いますが、考え方をちょっと聞かせてください。 

○副議長（桑田鉄男君）  浅水産業経済部長。 

○産業経済部長（浅水泰彦君）  農村地域の人口減少

に関わりましての、農業を基本としたビジョン作成を

ということでございます。当市でもこういったビジョ

ンについては策定しているわけですが、ただ、作成の

単位が集落とはなっておらず、旧町村といいますか、

合併前の旧町村単位というふうなことになっておりま

すので、なかなか集落ということではなくて地域単位

のものになっている。その中で、担い手の位置づけと

か、そういったことを行いながら、どういった農業を

展開すればいいか、作目を取り入れればいいかという

ふうなところにつきましては、そういった単位でのビ

ジョンとなっております。今、議員からお話がござい

ましたように、集落単位のものにさらにつくり込める

かどうかというところがまさに大事な視点だろうなと

いうふうにも考えております。 

 あと一点、先ほどの中で二世代、三世代同居する中

でしっかりと子育てのサポートができる、これはまさ

にそのとおりだろうとは思いますが、先ほども総合政

策部長からもお話申し上げましたとおり、やはり人口

減少の要因というものは、いろいろと要因がある、錯
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綜しているというふうにも思っています。そういった

ところにつきましては、なかなかに一方向のみでは解

決は難しいのかなというふうにも考えてはおりますが、

いずれ、一つ一つ課題を検証しながら対策を立ててい

く必要があるというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○副議長（桑田鉄男君）  14番砂川利男君。 

○14番（砂川利男君）  それでは、時間がないので次

に移ります。 

 この久慈駅前の整備計画についてお尋ねをいたしま

す。 

 この東京オリンピックまでにあと４年となってきた

わけでございますが、外国人の観光客が昨年あたりで

2,000万人ぐらい、これがさらに今度4,000万人ぐらい

を国でも目指して誘致を行っていきたいんだと、観光

産業を活性化させていくということがたびたび報道等

にされているんですけども、この4,000万人なり何ぼ

の人間が我が国に海外から来たときに、東京とか大阪

とか首都圏の観光地にばっかり4,000万人が行くとは

限らない。もちろん、岩手県にだってそれなりに来ら

れると思う。問題は、我々が認識をどのように捉えて

対応していくかということに尽きると思うんです。そ

れはどういうことかというと、欧米人でもアジア人で

もちょっとは違うんだけども、この観光の視点という

ものが違うんです。欧米人なんかは特に、自然をとも

に観光をする、自然とともにレクリエーションする、

こういうのが主たる生き方の中の主流なんです。です

から、我々の地域は、えてして観光といえば京都、奈

良のような寺々の立派な目に見える建物かなんかがな

いから、観光って言ったってなという考え方になりや

すいと思うんだけども、私はそうじゃないと思う。自

然の環境を見てもらう、自然環境に対する観光客をＰ

Ｒしていくんだという考え方が私は弱いような気がし

ている。そういった面はどのような認識を持っておら

れるか、お尋ねいたします。 

○副議長（桑田鉄男君）  浅水産業経済部長。 

○産業経済部長（浅水泰彦君）  外国人観光客、イン

バウンドについての誘客の考え方といいますか、取り

組み方針ということでございますが、日本国内の旅行

客は大体もう自然景観、これについては見尽くしたと

いうふうなある業界のものがあって、これからは見る

観光ではなくてする観光だというふうなところがあっ

て、そういう体験交流型の観光というふうなことを中

心に据えているといいますか、中心といいますか、そ

ちらのほうに重きを置いてきているという流れにござ

います。そういった中で、インバウンド、初めて日本

を訪れるという方々がまだまだこれからもあろうかと

思います。そういった方々はやはり、富士山でありま

すとか、京都、奈良、あるいは東京というふうな、い

わゆる情報発信量の多い部分をまずはごらんになると

いうふうなことかと思いますが、一方では、当市の場

合には「あまちゃん」ということで東南アジアからの

観光客が、かなり今、ここ近年、数年でふえてきてい

るというふうにも捉えております。そういった中で、

この久慈の独特の自然環境、これを打ち出してという

ことになりますと、これはなかなかにオリジナル性と

すればさほどのものではないのかなというふうにも思

っているところもございます。そういったことで、や

はり国内観光と同じような形でのインバウンド向けの

そういった情報発信についても努めてまいりたいとい

うふうに思っています。 

 一方では、しっかりと我々だけでの情報発信はなか

なか力が弱いというところがありますので、エージェ

ント等との連携、観光ツアーを造成する、そういった

ところとの連携等を行いながら、この地域の魅力が何

かというところをまずしっかりと捉えながら売り込ん

でまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○副議長（桑田鉄男君）  14番砂川利男君。 

○14番（砂川利男君）  例えば、自然を売り込むんだ

という場合にしても、皆さん方も同じだと思うんです

けども、ＪＲの電車に乗っても東京駅であれ、大阪駅

であれ、仙台駅であれ、ほとんどのところの一番目に

つくいいところに京都、奈良の寺々の四季折々の２

メーターぐらいか１メーター５尺ぐらいの角のカラフ

ルなものが、宣伝がついているんですよね。ほとんど

私は、東北のほうの田舎のものは１枚もついてるのは

見たことがない。ですから私は、久慈市のいいところ

をクローズアップするプロの写真屋をお願いして、そ

ういうとてつもないいい状況を、四季の状態を映して、

それをＪＲの東京駅なり、京都駅なり、博多駅なりあ

あいうところの一番人の目につくところに宣伝効果を

狙って貼らせてもらう。そういったぐらいの取り組み

が私は必要だと思うんです。そうすると、それを頼り
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にその人が久慈市に見にくるわけですから。実際に、

陸中国立公園なんというのは日本でナンバーワンの景

色の美しいことになってるわけですから、そういうと

ころの一角に我々は生活をしてるんだという認識をも

っと強く私は持ってもらいたいと思うんですが、感想

を聞かせてください。 

○副議長（桑田鉄男君）  浅水産業経済部長。 

○産業経済部長（浅水泰彦君）  主要な大都市の駅に

久慈市の最もすばらしい景色をプロのカメラマン、腕

のいいカメラマンの写真でということでございます。

これは、写真を撮ることは可能ではありますが、やは

りその掲額といいますか、ポスターを掲示するその費

用というものは莫大なものがございまして、なかなか

に我が市でこれが最高だと思っても相手もあることで

すので、先ほどの駐日大使の話にもなるわけですが、

やはり相手がある話の中でこちらの思いだけをなかな

か主張しきれないという部分もございます。もちろん、

よそにないすばらしい景観を有してるというふうな認

識はございます。そういう意味でも、いろんな意味で

の媒体に露出していくということについては努力して

まいりたいと思っておりますが、今、議員からお話が

あった、例えば東京駅の最も人が通る場所にというふ

うなことになりますと、これは費用対効果という部分

からなかなかに難しい話なのかなというふうに思って

おります。 

 いずれ、先ほど市長からもご答弁申し上げました岩

泉との連携の中でツアー造成を試みたというふうなと

ころもお話申し上げたわけですが、この売りは、今残

っている地域のこの原風景、日本ならではのこの原風

景が残されているというところを売りたいというのが

趣旨でございまして、そういったところを近隣、イン

バウンド、国内、そういったところで発信してまいり

たいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○副議長（桑田鉄男君）  14番砂川利男君。 

○14番（砂川利男君）  時間がないから、またこの件

に関しては別の機会に議論したいと思います。 

 次に、国道281号平庭トンネルについてお尋ねをい

たします。 

 県のほうでは、なかなか難しい感じの対応の内容な

んですけども、私はこの地方主要道という名を持った

道路が冬期間は通行止めだと。これを何とかしてもら

わなきゃならないのがまず第１点。それから、平庭ト

ンネルの期成同盟会と称して10年間運動したわけなん

だけども、葛巻の方に言わせると久慈までの最短コー

ス、よく云々しかり。じゃあ今の平庭トンネルはどこ

へ出口が出るんだと、こうなる。どこへ出る構想でも

って運動してきたのかというのを私はほとんど聞いた

ことがないんです。あそこの立地条件からすれば、平

庭のスキー場に抜けるか、私が主張している主要地方

道を冬期間通行可能にするための二又側に抜けるかし

か私はないと思う。それ以外のトンネルを掘るとすれ

ば、国道281号を延々と川井のほうまで掘ってこなけ

ればならない。そんな膨大な予算を出してくれるはず

はない。そういう意味が１点。 

 それから、もう一つは、県は久慈から90分構想なる

ものを昔から出してきてるんですけれども、どこを通

って90分構想になるかという部分がよくわからないん

だけど、現在の281号線をそのまま県庁まで行ったと

すると115キロぐらいだったように私の記憶にあるん

です。ところが、高速道路を通って行くと140キロぐ

らいになる。じゃあ、この平庭トンネルを二又側に掘

って県庁のほうに行ったとするならば、私は久慈県庁

間が100キロ下手したら切るかもしれない。そういう

地理的優位な条件があるんです。にもかかわらず、こ

こに政治的な物の考え方が向かなかったことは不幸な

ことだなというふうに私は思えてなりません。そうい

った意味からも、この主要地方道野田山形線のトンネ

ルを掘ってもらう形の運動を起こしていただけなけれ

ばなりません。それはどういうことかと申し上げれば、

八戸から仙台までの高規格道路が平成30年には開通予

定だという計画があることからすれば、葛巻地区の方

はこの高規格道路に向かった道のりを選びやすい状況

が生まれると同時に県立病院にもなおさら近くなって

くるという立地条件が大きく変わってくる。そういっ

た意味から、いま一度主要地方道野田山形線に関する

考え方を認識を改め直して計画を考えてみていただき

たいが、考え方をお願いします。 

○副議長（桑田鉄男君）  滝沢建設部長。 

○建設部長（滝沢重幸君）  ただ今、国道281号の改

良に絡めまして、県道野田山形線の改良ということで

ご質問いただきましたけども、まず一つは、冬期間に

通行止めになるということで、これもまた大変なこと

だなというふうには思っておりますけども、まず第一
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に野田山形線の改良につきましても県のほうに重点事

項要望として要望し続けておるわけでございますので、

そこのところをまずご理解いただきたいなと思います。 

 あと、平庭トンネルの位置でございますけども、当

時計画されたのは、私の承知しているところですと、

281号線からスキー場におりていく道路、市道がござ

いますけども、あの付近から峠を超えまして葛巻側に

ヘアピンカーブが４つほどございますけども、それを

過ぎた部分のあたりに出る2.6キロのコース、区間だ

ったというふうに記憶しております。90分構想につき

ましては、いずれ、議員さんおっしゃったとおり、久

慈市と盛岡を直線で結んで先ほどおっしゃったとおり

90キロとかそういったオーダーの距離でございます。

そういった改良は当然不可能なわけでございますけど

も、市といたしましては来年度案内トンネルが29年度

には完成いたします。あと、下川井トンネルが今年度

末調査費が計上されたということで、そういった整備

ストックを活用しながら、何としても久慈市と県都盛

岡市を結ぶ大動脈として281号線を今後も整備促進を

お願いしていきたいというふうに考えております。 

○副議長（桑田鉄男君）  ４番黒沼繁樹君。 

○４番（黒沼繁樹君）  砂川議員に関連して質問させ

ていただきます。 

 まず、５番の運転免許自主返納についてお伺いいた

します。 

 自主返納しやすい環境づくりというのは非常に大切

だと思うのですが、現実に岩手県におきまして免許の

数はこの10年来、全体で変わらないと思うんですが、

高齢者、65歳以上の方は150％強の免許を取得してい

るという年々高齢者の免許取得がふえてるんですけど

も、その辺を今後交通安全とか、あるいはそれ以上に

家族の不安の解消というのが大切だと思うんですが、

そうしたときにどのようにして自主返納をしてもらう

かということが大切になってくると思うんです。例え

ば、砂川さんが関西方面の話をしたんで、ちょっと大

阪の話をさせていただきますと、タクシーの割引、１

割とか、それからデパートの買い物をしたら宅送代は

無料だとか、それとか補聴器を１割補助するとか云々

とかあるんですが、それは何も自治体がお金を出すと

かいうことじゃないんですね。例えば、タクシー会社

が協力しますよと、交通安全に協力しますよ、あるい

はデパートや企業が協力しますと、社会的責任として

協力しますんで、ぜひ実現してください。そしたら自

治体はどうするかっていうと、ホームページでその企

業を宣伝してあげるというやり方をやってるところが

大阪だけじゃなくて東京でもやってますし、あちこち

ある。ですから、予算が必要だという考え方じゃなく

て、企業に協力を願うという進め方も考えていただけ

ればと思うんですけども、お答えお願いいたします。 

○副議長（桑田鉄男君）  和野生活福祉部長。 

○生活福祉部長（和野一彦君）  高齢者の運転免許の

自主返納に対するサポートということでございます。

今の議員からもいろいろとお話がございましたが、や

はり市の財政も緊迫しておる状況にございます。なか

なか市の予算で有効な支援策というのは難しい状況に

はあるというふうには認識しております。今、ご提言

のあった民間活力の導入ということも一つの方法であ

ろうかと思います。こういうことも研究しながら対応

してまいりたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○副議長（桑田鉄男君）  ４番黒沼繁樹君。 

○４番（黒沼繁樹君）  ぜひそういう方向で考えてい

ただきたいんですけど、例えば、東京都の場合は、東

京都の信用金庫さんが定期預金の利率を上げてあげる

とか、やっぱりそれは、企業が社会的責任ということ

を感じている企業がいらっしゃるでしょうし、久慈だ

って信金さんといろんな提携をやってますんで、そう

いう今みたいな話を応援してもらうというのが非常に

大切だと思うんです。それは、高齢者の自主返納のし

やすさということを考えますと、あと５年もすれば自

動運転のタクシーが走るとか、あるいはドローンが、

あと二、三年すれば宅配で行ってくれるとか、これか

らの技術開発ということを考えると今が非常に苦しい

んですけども、あと何年間か、例えば財政が余裕がな

いからって待ってると、市の援助とか必要ありません

よと、そういう時代が来ましたということになると思

うんですね。今だからそういう、高齢者に厚いあるい

は交通安全のまち久慈市みたいなことを、そういう方

向に向けて検討していただきたいと思います。 

○副議長（桑田鉄男君）  和野生活福祉部長。 

○生活福祉部長（和野一彦君）  今の議員さんから自

動運転のお話がございました。今の世界中で自動運転

については研究は進められておりますが、まだまだ実

用化には至っていないという状況にございます。これ
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につきましても、法整備の問題等もございます。例え

ば、自動運転をするときに運転免許が必要なのか、あ

るいは必要でないのかという問題等もございますし、

いろいろな問題もございますが、これにつきましても

将来を見据えながらいろいろと研究してまいりたいと

いうふうに考えております。 

 以上です。 

○副議長（桑田鉄男君）  ４番黒沼繁樹君。 

○４番（黒沼繁樹君）  自動運転を市でとやかくする

話じゃないんです。そういう時代が来ると。だから、

今高齢者を厚く、交通事故に遭わないように、あるい

は家族の不安を解消するためには何をすればいいかっ

ていうのを、自動運転の話はトヨタとか日産とかフ

ォードとかそういうところが考えればよろしいことで

あるんで、彼らは５年後にはできるっていうふうに言

ってるんだけど、それを信用して、今、我々は何がで

きるかっていうことを考えていただきたいと思います。 

 続きまして、８番の農業振興についてお尋ねしたい

と思います。 

 山本大臣の話じゃなくって、実は農業振興と洪水対

策っていうことを、そんな関係でお尋ねしたいんです

が、私は直接支払制度というのを高く評価しておりま

して、例えば多面的機能支払とか中山間地というのを

当市でも行っていると思います。それを、その制度が

例えば洪水対策の田んぼダムに適用されるのかってい

うことを知りたいんですけども、教えていただければ。 

○副議長（桑田鉄男君）  黒沼議員に申し上げます。 

 今、ここで通告しておるのは山本農水大臣の提唱に

ついてということですので、直接支払制度については、

今質問があったので１回だけは答弁をしてもらいます

が、ご配慮をお願いします。浅水産業経済部長。 

○産業経済部長（浅水泰彦君）  農業振興にかかわり

ましての直接支払制度の部分で、洪水対策等に活用で

きるかということでございます。多面的機能、これは

機能を維持するという部分と、さらには機能向上を図

るものというようになっておりますので、当然に洪水

等の危険がある分についてはそのリスクを回避するよ

うな手当はできるというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○副議長（桑田鉄男君）  ４番黒沼繁樹君。 

○４番（黒沼繁樹君）  これ以上しゃべったらだめで

しょ、すいません。最後になりますけども、駅前整備

計画の件なんですけども、これも話させてください。

午前中の市長答弁の中で延伸するかどうかは、今後の

話だということなんであれなんですが、ぜひ、これは

お願いなんですけども、今回のこの甚大なる被害を受

けたことを受けまして、駅前整備計画の中に防災対策、

例えば複合ビルにおいてもそうなんですが、一番お願

いしたいのは、広場とか駐車場に地下調整池を検討し

ていただければ市民の安心につながると思いますんで、

お願いしたいと思います。これは答弁いりません。 

 以上で終わります。 

○副議長（桑田鉄男君）  13番佐々木栄幸君。 

○13番（佐々木栄幸君）  砂川議員の一般質問に関し

まして、何点か質問させていただきます。 

 １つ目は、５番の高齢者の自動車免許の自主返納に

ついて。 

 実は今、隣の野田村さんでは、平成20年からこの制

度を利用しまして、村民バスを無料にしているという

のです。65歳から75歳未満までと、75歳以上は、既に

その前から無料にしているということをお聞きしてい

るんですけども、久慈でやるとしたら、費用対効果で

対象者というか、財源的なあたりはどのように、やる

とした場合に見ているのか、お聞きしたいと思います。 

○副議長（桑田鉄男君）  一田総合政策部長。 

○総合政策部長（一田昭彦君）  今の市営バスにかか

わっては、年間5,000万円ほどの決算の内容になって

おります。それは、通常の市民バス、デマンドも含め

まして８方向で三千何百万円、それから通学支援バス

と合わせて5,000万円ぐらいですが、今のお話のよう

な、ここの部分の高齢者についての数値は捉えており

ませんので、ご理解いただきたいと思います。 

○副議長（桑田鉄男君）  13番佐々木栄幸君。 

○13番（佐々木栄幸君）  先ほどもいろいろ交通事故

の対策等も市長答弁のほうからございましたけども、

やはり幾らかの割引なり無料まではどうなのかちょっ

とわかりませんけども、その辺やはり幾らかは考えて、

今の家族でも危ないから免許証返納したらどうかとい

うような、老人の方からは免許証を返納すれば足がな

くなるということでいろいろ混迷しているのが多々聞

こえてまいりますので、その辺もう一度ちょっとお聞

かせください。 

○副議長（桑田鉄男君）  中居副市長。 

○副市長（中居正剛君）  高齢者の自動車免許証の自
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主返納についてでございます。 

 高齢者の方々は人それぞれ、何といいますか、元気

な方もいらっしゃいますし、運転が困難になっている

方もいると思います。まず基本的には、やはり自分自

身のことは自分で守るのが基本だと思います。何か特

典があるからそれによって返納するんだということで

はないのではないのかなと。ただ、きっかけにはなる

かとは思いますが、そういうことで考えております。

やはり、高齢者の交通安全の啓発を一生懸命市として

進めていく。その中で、やはり自分の身は自分で守っ

てくださいよと、そういった中で自主返納していって

くださいよということがやはり基本になるだろうとい

うふうに考えております。 

 以上です。 

○副議長（桑田鉄男君）  13番佐々木栄幸君。 

○13番（佐々木栄幸君）  確かにそれは、そのとおり

だと思います。ですけども、きっかけづくりには恐ら

くなるかとは思いますけども、何といいますか、安心

して返納できるというか、自分の身を守るためにもそ

ういう制度を、市としての一助としてサポートすべき

ではと私は思うんですけども、再度お願いします。 

○副議長（桑田鉄男君）  中居副市長。 

○副市長（中居正剛君）  それについては、先ほどか

ら部長がいろいろ検討してまいりたいということで答

弁しておりますので、それらについては、どういうふ

うなことができるのかということについては、やはり

検討していかなければならないと思っております。 

 以上です。 

○副議長（桑田鉄男君）  13番佐々木栄幸君。 

○13番（佐々木栄幸君）  今の件は、そのように進め

て、考えていってほしいと希望いたします。 

 次に、６番の保育料の無料化についてということで、

27年度に成果が出たように私はうれしく答弁をお聞き

しました。これは継続していくわけでありますけども、

さらに第１子、第２子についての国の動向も見ながら

ということでありますけども、さらにそれに上乗せし

たような形を市でも独自でとっていってもあるべきじ

ゃないかと思いますけども、ご所見をお願いします。 

○副議長（桑田鉄男君）  和野生活福祉部長。 

○生活福祉部長（和野一彦君）  国のほうの制度も

年々充実はしてきております。それに対して、市の独

自の上乗せというふうなお話でございました。27年度

に第２子を無料化にしたわけでございますが、これに

対して経費が約5,200万円かかったということでござ

います── 

 第３子以降です。第３子を無料化すると5,200万円

ということでございますが、今の第２子以降について

試算をしている結果でございますが、第２子以降を無

料化にすると9,000万円から約１億円程度かかるとい

う試算をしております。なかなかに厳しい数値だなと

いうふうには思っておりますが、市でもどういうふう

な上乗せの支援ができるかどうか、これらにつきまし

ては今後検討してまいりたいというふうに考えており

ます。 

 以上です。 

○副議長（桑田鉄男君）  13番佐々木栄幸君。 

○13番（佐々木栄幸君）  今のは第１子、２子の場合

ですか。 

 後者のほうであれば、せめて順番に、第２子にも実

行、実現するようなご所見をお願いします。 

○副議長（桑田鉄男君）  中居副市長。 

○副市長（中居正剛君）  保育料の無料化については、

基本的にはやりたいというのが基本なわけです。ただ

し、財源の問題がありますので、なかなかできない。

やはりこういう問題は、やはり国でもって統一してや

るべきだと思います。市町村がそれぞれ競争していく

ということになれば、財政力の強いところはそれがで

きるでしょう。財政力の弱いところはできない。そう

いうアンバランスが出てくると思っております。やは

りこういうことについては、やはり国でもって一律に、

やはり全国民が等しくサービスを受けられると、そう

いう体制が一番基本になるのではないのかなと思って

おります。 

 以上です。 

○副議長（桑田鉄男君）  13番佐々木栄幸君。 

○13番（佐々木栄幸君）  それでは、国の動向を踏ま

え、またその基本姿勢を見ながらできるだけ久慈市で

も、第３子を無料化して18名がふえたように、またさ

らに久慈の人口もふえてくるかと思いますので、それ

を期待しながら、以上で終わります。 

○副議長（桑田鉄男君）  23番大沢俊光君。 

○23番（大沢俊光君）  同僚の砂川議員の質問に関連

して何点かお尋ねいたします。関連質問に先立ちまし

て、このたびの10号を中心とする震災台風におかれま
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して被災された皆様、そして亡くなられた方々、お見

舞い、あるいは哀悼の意を表するところでございます。

特には、久慈市は、台風10号によるところの９月10日

現在で報道等を通じた私なりに調べた資料でも総額で

169億4,000万円、そしてその商工業を含めた被災の件

数が2,258棟と未曾有の被災に対して、どうか被災者

が要望する、あるいは大変困っていることに対して制

度やら国・県に強い要望をして被災者を救済するよう

に政策を推進するようお願いを申し上げるところでご

ざいます。 

 それでは、通告によりますところの項目で申し上げ

ますと、３番の久慈工業高校のところでございますが、

前回にも通告を申し上げたわけですが、今回の答弁で

機会を捉えて県へ働きかけたいと、こういうことです

が、前回を通じながら働きかける機会があったのか、

あるいは県へどのようなことを述べられておるのか、

もし経過が進んであるのであればお知らせいただきた

いと思います。 

○副議長（桑田鉄男君）  澤里総務部長。 

○総務部長（澤里充男君）  ６月議会においても一般

質問の中で同様のご質問をいただきまして、その際、

今回と同様な形で、いわゆる子供たちがどのような学

科を希望しているのか、そして望ましい学科のあり方、

そういったことについて県のほうに要望してまいりた

いというご答弁を申し上げております。その後の経過

でございますが、現在のところ、進捗については特に

はないところでございますが、今後におきましてもそ

のような機会を捉えまして要望をしてまいりたいとい

うふうに考えております。 

 以上でございます。 

○副議長（桑田鉄男君）  23番大沢俊光君。 

○23番（大沢俊光君）  スタンスというか姿勢として、

今回の東日本大震災をもってのこの通告の要旨にある

ところの経験を踏まえて、エネルギーやら防災政策を

学科に新設したらどうなんだろうというふうな呼びか

けの部分もあったわけですが、さらに今回10号の災害

を受けてみて、当局からの説明にもありましたが、技

術者が足りないと、こういうのは震災のときには100

年に１回とか、あるいは台風は毎年のように来る中で、

やっぱり100年とか想定外だとかいうことなしに、こ

ういう技術者を養成すると、しかもこの東日本大震災

のときの被災地でもあると、そういうところで、機会

を捉えたりという話でなく、ここの地方ならではの、

エネルギーでいうと東京大学ですか、波力のここが試

験場になっているというふうに伺っているわけですが、

それらを含めてトータル的に大学がやるんだ、県がや

るんだ、国がやるんだでなく、やっぱり若者を育てて

いく、あるいは時代によって希望しない教育はそれな

りに除外して、望まれるものを地方から声を上げてい

くと、こういうことが必要じゃないかと思うんですよ。

県立学校ですから、もう既に東高校との云々という話

がありますけれども、ただ単に学校を存続してほしい

からこういう学科を新設するというんじゃなくして、

やはりこの時代の災害、島国としておかれるこの自然

災害、歴史を見ますと何回もこうむっている。こうい

う中での技術者を育てるんだという考え方を発信した

らどうかという提言も入ってるんですけども、もう一

度考え方をお尋ねします。 

○副議長（桑田鉄男君）  澤里総務部長。 

○総務部長（澤里充男君）  現在の久慈工業高校につ

いては、久慈東高校との統合ということで今進んでい

るわけですが、今、議員さんからご提言いただきまし

た新たな発想でと、新たなそういった機関、この地域

には必要ではないかということでございます。全くそ

のとおりだと思いますし、今現在の久慈工業高校であ

る、存続しております工業系の学科、これも非常に重

要だと思っております。今回の被災の際には、久慈市

役所の職員の中で技術系の職員というのは、ある程度

限られた人数しかいない。それで、技術者が足りない

ということで各県内の市町村、あるいは小千谷市のほ

うから応援をいただいたりしているわけです。そうい

った部分で、やはりいざとなればそういった専門的な、

学んだ技術者、そういった方々の助っ人の存在という

のは非常に大きいものだなあというふうに非常に感じ

ているところでございます。 

 また、この地域特有の、そういったほかにはないよ

うな学科、地域に根差したような学科というものも、

非常にそういったものがあれば、非常に久慈地域に特

色がまた出てくるものだと思っておりますし、そうい

った考え方というのは非常にいいことだと思っており

ます。 

 議員さんのご提言がありましたとおり、そういった

ところも踏まえまして、今後も県、そういった関係機

関等にも久慈市からもそういった意見を述べながら、
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そういった学科、工業高校に限らずそういったものも

踏まえながら、要望・要請等もしてまいりたいという

ふうに考えます。 

○副議長（桑田鉄男君）  23番大沢俊光君。 

○23番（大沢俊光君）  私は、力強くあれしてもらい

たいんですよ。震災のときで言うと、青森県の八戸か

ら千葉県までみんな被災しているわけですよ。そんな

中でこういうふうなことを、個性を出して子供たちを

養成する学校を育てるというのはまことに大事なこと

ですよ。ちょっと話はそれますけども、種市さんなん

かのもぐりの学校なんかは全国で一つしかないような

個性のある学校になって、現在に存続してるわけです

よ。それに継ぐような、ひとつ工業高校存続の新設を

働きかけることを要望します。 

 それでは、次の７番、宇部川地区ほ場整備事業、お

かげさまで大変、県、市を主体でほ場整備が約80町歩

が整備されまして、ことし全面的に作付ができました。

この指導に対しましては大変ありがとうございます。

ついては、まだこれらに付随する事業が、まだまだ継

続されるわけです。その都度、お願いもしたり、協議

もしていきますが、ひとつ、地域住民から出てる部分

と、市のかかわりの部分では、田んぼの高低差を調整

するために、まことに市道と、今までは、ほとんど平

らだった、あるいは10センチか20センチしか差がなか

ったところが、もう３メートル、５メートル差が出る

ようなところが出てまいりました。ガードレールなど

をやるのに基準があるというふうな説明をいただきま

したが、ぜひ、工事中だと言えば工事中なんでありま

すが、事故が起きると、基準と事故を起こさないのの

優先度はどっちなのかはわかりませんが、工事者は

ロープを張ったり、張らないところもあったり、表示

してるところもあるんですが、ひとつ、私ら、事業を

これから完成後に引き受ける者とし、地域に住む者と

して、ほ場整備事業が関係して、市民に事故が起きて

は大変なことでございます。基準は基準としながら、

現地を見ていただいて、早急に基準に乗るか乗らない

かの、査定なのか調査なのかわかりませんが、そうい

うのも見ながら、事故を起こさないことの事前策もや

りながら、ひとつこの対処について考えてもらいたい

んですけれども、いかがでしょうか。 

○副議長（桑田鉄男君）  滝沢建設部長。 

○建設部長（滝沢重幸君）  ただいま、宇部川地区ほ

場整備の事業の関係で、ほ場整備事業によって危険な

箇所が発生してるということで、基本的には、その部

分については原因者である県北広域振興局のほうで対

応していただけねばならないと思っておりますので、

その辺の連携を取りながら対応してまいりたいと思い

ます。 

 ちなみに、先ほど高低差の答弁をしておりますけど

も、２、３メートル以上の場所であれば、設置が必要

な箇所になると、該当するというふうに考えておりま

す。 

○副議長（桑田鉄男君）  23番大沢俊光君。 

○23番（大沢俊光君）  違ったら議長注意してくださ

い。 

 11番の駅前のところに、先ほど10号の台風が起きた

ことによって、総合計画なり見直しをするとかなんと

かいう、聞いたように受けたんですが、この駅前の整

備計画に絡んで、今度計画してる事業が10号台風で見

直しの対象事業になりますか。 

○副議長（桑田鉄男君）  一田総合政策部長。 

○総合政策部長（一田昭彦君）  総合計画の見直しは、

今照会を各課にかけてまして、可能な部分はいろんな

決断していかなきゃならないと思ってましたが、この

駅前整備計画につきましては、もうすでに内閣府の確

認も取れてますし、もう進んでる事業でございますの

で、そのままやる考えでございます。 

 以上です。 

○副議長（桑田鉄男君）  23番大沢俊光君。 

○23番（大沢俊光君）  ぜひ、街なか再生したり、10

号台風の復興のためにも、計画あるいは計画以上のこ

とを救済含めてお願いを申し上げたいと思います。 

 それから、教育長のところの14番、連合立の話のと

ころで、答弁の中で、まず、久慈市内の学校のことに

ついての統廃合のことを優先したいという話ですが、

その含みの中に念じてそういうことを言って、次には

そういうこともあるんだというふうな意味合いにとれ

ばいいでしょうか。いや、それはもう市町村を超える

部分については全くないんだというふうに捉えればい

いのか、ちょっとその辺のニュアンスをお尋ねしたい

と思います。 

○副議長（桑田鉄男君）  加藤教育長。 

○教育長（加藤春男君）  この広域連合立学校なんで

すけども、一部の方から、懇談会の場等でその話も出
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ることもありまして、教育委員会としてもどのぐらい

日本にあるのかなと調べても見たんですが、小学校で

は、全国に９府県12校のようです。中学校では17府県

の27校。いろいろ見てみますと、かなり古い時代に、

中学校の場合はできたところが多いんです、昭和20年

代の初め頃。恐らく昔は、交通機関が発達してないわ

けで、歩いていくしかないわけですよ。そうすると遠

いところにスクールバスで行くとか考えられないから、

わりと近隣の村が合同で中学校作ったりしているんで

すね。隣の青森県にもあるんですが、今度解消になる

ということらしいんです。そういうことで、各小さな

自治体が、自分のとこだけではどうもやってけないと

いうことで、作ってきてるケースが多いと。例えば、

最近では弘前の隣の西目屋村ですか、ちょっと隣の村

がどうしても自分の学校で中学校をやってけないって

言うんで、隣の弘前の学校に入れてくれというような

形で入ってるケースもあるんですね。そういうことを

考えますと、もう一つのケースは、非常に小さい村が

合同で一つの中学校を作る。一つの村だけでは中学校

が小さすぎるということで、近隣と、そういうふうな

ケースなんですね。久慈の場合は、そこまでいってな

いだろうと。久慈市内で、今の段階ではできるだろう

というふうに思うんですね。例えば、統合するにして

も、スクールバスがあれば、そんなに、そう何時間も、

何十分もかかるわけじゃないわけでして、そういうこ

とを考えますと、まずは市内の小中学校の適正配置を

考えると。もちろん地域住民からの強い要望があれば、

その時点で、市教委としても検討し、今度は他の市町

村に働きかけなければなりませんので、一緒にその組

合を作ろうと、連合を作ろうと、教育委員会から、お

互い代表を出して、いわゆる新しい教育委員会を作る

ような形になるわけですので、そういうことは、やっ

ぱり市内で、どうしてもできないような状況の後でい

いのではないかなというふうに私は考えおります。 

 以上です。 

○副議長（桑田鉄男君）  23番大沢俊光君。 

○23番（大沢俊光君）  いろいろなことを心配されて、

子供たちのありようについて考えておられるというこ

とはわかりました。 

 私らもそうですが、市町村県境堺の中で、私らも施

設研修の中で、京都やらあちこち連合立学校を見てき

ました。いろいろ今、先生言われるようなことがあり

ました。私らとすれば、地域の要望があって、なくて

という中で、もう現実に学校から他町村に動いてる子

供がいるわけです。そういうふうなことを考えれば、

今のことを含めて総合的に、例えば、子供たちの教育

に教育格差を持たせないということであれば、中学校

等で考えれば、第１久慈中、第２久慈中、第３久慈中

というような、みんな同じレベルの学校を市内にも配

置して、そこに入るようなことも一つの方法論として、

私は考えられると思うんです。今の状況の中でも、旧

久慈町、旧長内町の学校の中は、ふえたり、減ってき

てるそうですが、周りの町村の昭和29年に合併した学

校の子供たちが、みんな減って、隣町に行ったり、ば

らばらになるというふうな教育の政策は、100年の計

としてはまずい。ですから、ぜひ今のことを含めなが

ら、そういうやっぱり教育、子供たちに格差を持たせ

ないためのありようについて、今のある既存のところ

に単純に寄せようとか、引っ張ろうとかでなく、考え

ることを希望して終わります。 

○副議長（桑田鉄男君）  24番濱欠明宏君。 

○24番（濱欠明宏君）  それでは、砂川議員に関連を

しまして、何点かお聞かせ願いますが、まず初めに、

今回のこの一般質問でありますけれども、29日の通告

というようなことで、本来、未曽有の災害があったと

いうふうなことで、一般質問をするかしないかのを議

運でも随分真剣に討議をしました。しかし、我々議会

は、やっぱり一般質問も一つの役割でありますし、ま

た、今回の一般質問は、そういった意味では30日の大

災害の前の通告というようなことで、通常の状況の中

での一般質問というようなことになります。そういっ

た意味では、若干市民の目線から見ると、温度差があ

るのかなという感じもありますけれども、しかしなが

ら、明後日は全員協議会で台風10号に関して、特化し

て、またいろいろ情報交換しながら、善後策を協議す

るというようなこともあります。そういったことを理

解していただきながら、私からも何点か質問させてい

ただきますが。 

 まず初めに、この災害の現場視察をしました。山根

地区に入りまして、川又から行きましたところ、いわ

ゆる人が亡くなったというようなことで、ご冥福をお

祈りするわけですが、今回の台風10号は、山では山津

波化をしたなと思っております。 

 安家にも行ってまいりました。久慈市街地は浸水、
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かなり多かったわけですけれども、道路があって、両

側が市街地なんですけれども、浸水をした。２メート

ルに及ぶところもあったわけですが。安家の町は安家

川がありまして、両側に集落が形成されてる。まさに

山津波の中で家が崩壊してるという現状を見まして、

非常に憂いているところであります。 

 そういう中にあって、９番の観光振興について聞く

わけですけれども、これも大月峠工区の完了に伴って

の祝賀会が岩泉で開催される予定だったわけですけれ

ども、これが中止となったわけであります。この観光

振興策について、質問をしておりましたし、それにつ

いての答弁もいただくわけですが、大きな喜びの中で、

実は台風前夜は、この大月峠工区が完成した安家地区

は、久慈の生活エリアの中に実は位置付けられており

まして、安家の方々にとっては本当に喜びだろうなと

思いながら、この道路も歩いてみました。非常に、２

車線化をしまして、新たに道路を設計されまして、私

は、この新たな道路設計が逆に、１車線の狭い道路で

あったらば、この道路も崩壊していたかもしれない、

しかしこの大月峠工区の道路が改良されたことによっ

てこの道路は生きたんです。いわゆる岩泉に入るとき

に、山根ルートを通って安家に入れたんです、最終的

には。非常に大きな命の路線になったなという思いが

あります。それだけに、安家の人たちについてはこの

災害がなければ本当にこの生活路線として大いに役立

つ路線だったろうと。しかし災害復旧に役立っている

わけですけれども、そういう中にあって、田野畑であ

りましたけども、羅賀荘においては、岩泉の皆さん、

被災した皆さんにお風呂を無料提供したというふうな

こともありました。道路が改良されて、安家と山根は

非常に近くなった。私は10分そこそこだなというくら

いの感覚をもって道路通行しましたが、市長、通告、

観光振興と言う前に、こういう事態になったという意

味において、この隣に寄せる思い、例えば、二戸では

カシオペア連邦を作っております。県北拠点都市であ

る久慈市、これが隣接する岩泉、あるいは普代村ある

いは葛巻、そして洋野町、こういった隣接する地域と

大きな連携を取りながら、道の駅構想もあるわけです

けれども、このカシオペア連邦に習う形での広域の横

の連携をとる。そのためにも私はいざ、有事の際に小

千谷市からも職員が来ていただいています。そういっ

たありがたい話があるわけですが、そういった有事の

際には特段にも生活支援をしていく、例えば風呂に入

れずに難儀してるんじゃないかというようなことの善

意を大いにべっぴんの湯を利用させながら、この観光

振興に役立ててはどうかなという思いを実は新たに持

ったところであります。当然、執行部はその辺も十二

分に考慮してるんではないかと思うわけですが、まず

その点をお聞かせ願いたいと思います。 

○副議長（桑田鉄男君）  遠藤市長。 

○市長（遠藤譲一君）  この台風10号が来る前に、前

から岩泉町の伊達町長さんとは頻繁に意見交換をして

おりましたし、この大月峠が、念願の大月峠が２車線

で開通すると、難路が本当にこれで解消されるという

ことで、これを使って岩泉の龍泉洞まで来ているお客

様を、この県道を動いていただいて、山根、そして久

慈へと、こういうふうなルートも新たに作りましょう

ということで、いろいろイベントにつきましても岩泉

町と久慈市で費用分担もしながらやろうと、９月22日

は竣工式の予定でございましたけども、10月に入った

ら大月みやこさんを呼んで、また地域、久慈と岩泉で

両方集まってこれからの展望を開こうと、県北観光も

入っていただいて、新たな観光ルートもセットして、

岩泉町長と久慈市長がそれぞれマイクを握って、お客

様に観光ルートを紹介しようと、いろいろ話をしてき

た矢先の事態でございます。 

 お話ありましたように、特に安家地区の皆さん、久

慈市にお住まいの方もたくさんいらっしゃいます。久

慈の学校終わった方もたくさんいらっしゃいます。つ

ながりが深いところですので、今回の、とりあえずの

復旧にめどがたった時点での、いろいろ語り合ってき

たそういった計画プランについて、再度実施に向けて

動きたいと思っています。 

 久慈広域は４市町村ですが、葛巻、あるいはお話あ

りました岩泉、田野畑、隣のところはよそではありま

せんので、そこはそこでの連携、振興局エリアを超え

た、当然人の行き来、つながりがありますので、そう

いったものについては今後もしっかりと環境を作って

お互いさまで、観光のみならず、産業振興も取り組ん

でいきたいと思っています。岩泉町は産業面では、総

合農舎山形村で短角のレトルト食品の製造の話もずっ

と進んできておりました。その具体化をしつつある段

階でしたので、今後とも一つのめどがたった時点では、

再度、従来以上にしっかりと力を入れて取り組んでい
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きたいというふうに思っております。 

○副議長（桑田鉄男君）  24番濱欠明宏君。 

○24番（濱欠明宏君）  市長お話のとおり、この災害

がなければ、多分トップ同士がいろいろ語りながら、

明日の交流を深めていこうというようなことだったろ

うと思います。 

 いずれにしましても、このべっぴんの湯、山根地区、

あるいは安家の安家洞、そして龍泉洞と、県北バスが

これについて先ほど答弁もありました、中止になりま

したが、計画をしてあったんです。私は、思いの中で

は、この市民バスを総合乗り入れする、村民バス、市

民バスを乗り入れしながら、山根、岩泉の安家の交流

を深めてはどうかというふうな思いも実はあって、こ

の観光振興策として前向きにとらえていこうというふ

うな話だったんですけれども、残念ながら大きな災害

ということで、この問題については足踏み状態という

ようなことになるわけですけれども、まずは復旧とい

うふうなことが大事です。 

 再度、お聞かせ願いたいのは、今からでも遅くない

と思うんです。例えばべっぴんの湯を被災者に開放す

る、これについての考え方はいかがでしょうか。 

○副議長（桑田鉄男君）  浅水産業経済部長。 

○産業経済部長（浅水泰彦君）  べっぴんの湯の今回

の台風被害、被災者への開放ということでございます。

これについては、発災直後から、一時、近隣の方が避

難したというふうな実態もございます。その後、市内

全域の被災者を対象として、９月９日まで無料で入浴

サービスと言いますか、利用していただいたと。一旦

中断したところだったんですが、滝地区の方から要望

がありまして、継続を望むというふうな要望がありま

して、今現在、山根地区、それから滝地区の被災され

た方を限定とはしておりますけれども、今月いっぱい

ということで、無料で入浴のほういただいているとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○副議長（桑田鉄男君）  24番濱欠明宏君。 

○24番（濱欠明宏君）  本当に、被災者、やっぱりほ

っとするんでね。１日いろいろ疲れててもお風呂に入

るというのは、本当にほっとするひと時であります。

山根、あるいは滝等々はそういったサービス、あるい

はしらかばの湯についても、山形村の市民を対象に入

浴無料サービスを実施しました。 

 私は、先ほどのこの岩久線の改良復旧、大月峠の工

区完了に伴って、その効果を私は岩泉の人たちにも知

っていただきたい。そういった意味での優しさをこの

入浴を無料で、被災者の方にサービスしますよという

ふうなことも、私は復興の心を、灯りをともす一歩に

なるのかなという思いがありますが、市長いかがです

か。 

○副議長（桑田鉄男君）  遠藤市長。 

○市長（遠藤譲一君）  ご案内のように、べっぴんの

湯は、山根の振興協議会が指定管理ということで、久

慈市からの指定管理料をお支払いをしないで自主運営

をしていただいています。ですから、今回のお風呂の

無料化についても、それは協議会が負担するというこ

とで取り組んでいただいています。 

 平庭山荘につきましては、山荘がその経営の中で対

応するということでやっております。 

 今お話の趣旨、十分わかりますので、これは指定管

理団体と話をしてみたいというふうに思います。 

○24番（濱欠明宏君）  いろいろと有事につき、この

辺で終わらせていただきたいと思います。 

○副議長（桑田鉄男君）  再質問、関連質問を打ち切

ります。 

 この際、暫時休憩いたします。再開は午後３時15分

といたします。 

    午後２時52分   休憩   

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

    午後３時15分   再開   

○副議長（桑田鉄男君）  休憩前に引き続き会議を開

きます。 

 一般質問を継続します。 

 次に、市民共同代表、畑中勇吉君。 

    〔市民共同代表畑中勇吉君登壇〕 

○12番（畑中勇吉君）  市民共同の畑中勇吉でござい

ます。第８回久慈市議会定例会に当たり、会派を代表

して一般質問を行います。 

 質問に入る前に、このたびの台風10号による記録的

な暴風雨で犠牲になられた方々に衷心より哀悼の意を

表しますとともに、被災された皆様に心からお見舞い

を申し上げます。 

 それでは、市政を取り巻く諸課題について、市長並

びに教育長に質問をいたします。 

 第１の質問は、行財政改革について、平成18年３月
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６日、久慈市と山形村の合併から10年が経過しました。

新市誕生後の行財政改革と財政健全化の取り組みと評

価についてお尋ねいたします。 

 第２の質問は、市民バスについて、ＪＲバスがロー

カル路線撤退後の2008年４月より運行しているのるね

っとＫＵＪＩでありますが、空席が目立つことから地

元利用者が利用しやすい料金体系に見直すなど、利用

拡大の取り組みが必要と思うが、考えについてお尋ね

いたします。 

 第３の質問は、県立久慈病院の産婦人科について、

２点質問します。 

 質問の１点目は、正常分娩、不妊治療の実績とハイ

リスク分娩による転院の実績についてお尋ねいたしま

す。 

 質問の２点目は、個人産婦人科医院などとの連携し

た診療の状況と成果をお示しください。また、今後久

慈病院においてハイリスク分娩の診療体制を確立する

ための取り組みについてお尋ねいたします。 

 第４の質問は、人口減少対策について、不妊治療の

タイミング療法については、月１度に限り保険適用さ

れますが、保険除外とされる１治療に１万円から３万

円かかる人工授精や、１治療30万円から50万円かかる

体外受精についても保険適用とするように国に要望す

べきと思うが、考えをお尋ねいたします。 

 第５の質問は、防犯カメラの設置体制について、２

点質問します。 

 質問の１点目は、凶悪事件などで防犯カメラ解析に

よる犯人逮捕事例が報道されています。防犯カメラは

犯罪抑止効果も大きいと思うが、当市の防犯カメラの

設置状況についてお尋ねいたします。 

 質問の２点目は、犯罪抑止の観点から道路施設等、

国、県の公共施設にカメラの増設を求める考えがない

かお尋ねいたします。 

 第６の質問は、特産品の開発と産業振興について、

久慈広域は、鶏、豚、短角牛など肉の生産が国内有数

であり、そのうまみを引き出す木炭、キノコ、野菜の

一大産地でもあります。焼肉、焼き鳥などをテーマに

したイベントを開催し、久慈の特産を全国発信する考

えがないかお尋ねいたします。 

 第７の質問は、木質バイオマス園芸団地について、

侍浜地区の木質バイオマス園芸団地における発電や冷

房設備等の整備見通しをお示しください。また、10棟

のトレーニングハウスの整備時期、人材育成スケジ

ュールと敷地内に露出した見晴らしのよい岩山の活用

策についてお尋ねいたします。 

 第８の質問は、久慈市が所有する山林について、２

点質問します。 

 質問の１点目は市有林の総面積、伐採適齢樹種別面

積と今度の伐採売却計画をお示しください。また、経

営効率を高めるために、伐採植林などの計画を見直す

考えがないかお尋ねいたします。 

 質問の２点目は、売却における管理費用など経費を

除いた単年度収支についてお尋ねいたします。 

 第９の質問は、水産資源について、２点質問します。 

 質問の１点目は市内のふ化場からの魚種別放流実績

とサケの回帰率、遡上率、ふ化率向上の取り組みにつ

いてお尋ねいたします。 

 質問の２点目は、平成28年度アワビ稚貝購入に対す

る国の補助が当市にはないと仄聞するが、その理由と

補助導入に向けた要望活動、補助見通しについてお尋

ねいたします。 

 第10の質問は、雇用対策について、市内に立地する

企業の求人に対する雇用状況が思わしくないと仄聞す

るが、来年度以降事業拡張等でさらなる求人企業も予

想される中、今後の雇用見通しと支援策についてお尋

ねいたします。 

 第11の質問は、観光客誘致対策について、当市への

外国人観光客の入り込み数をお示しください。外国人

観光客など多様なニーズに応えるためにもホテル誘致

が必要と思うが、今後の取り組みの考えについてお尋

ねいたします。 

 第12の質問は、道路行政について３点質問します。 

 質問の１点目は、国道281号生出町から碁石までの

歩道改修が県の今年度計画にあると仄聞するが、詳細

を承知しているのかお尋ねいたします。 

 質問の２点目は、県道野田長内線について、代替道

路の新設について、県との協議の経過についてお尋ね

いたします。 

 質問の３点目は、市道中の橋栄町線の歩道設置の可

能性は調査されたのかお尋ねいたします。 

 第13の質問は、教育行政について２点質問します。 

 質問の１点目は市内小中高校生徒の企業体験や社会

研修の実施地、職種別の実施状況と成果についてお尋

ねいたします。 
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 質問の２点目は地元愛を育むため、当市の基幹産業

である１次産業のほか全国に誇れる琥珀、闘牛、海女、

白樺、リアス式海岸など、ふるさとの自然や文化、動

物などと触れ合う教育が大切と考えるが、取り組み状

況についてお尋ねいたします。 

 第14の質問は、総合運動公園基本構想について、計

画の進捗状況をお示しください。 

 以上で、登壇しての私の質問を終わります。 

○副議長（桑田鉄男君）  遠藤市長。 

    〔市長遠藤譲一君登壇〕 

○市長（遠藤譲一君）  市民共同代表、畑中勇吉議員

のご質問にお答えをいたします。 

 最初に、行財政改革についてお答えをいたします。 

 行財政改革と財政健全化の新市10年間の取り組みに

ついてでありますが、これまで市政改革プログラム及

び市政刷新アクションプランにおいて、職員提案の実

施、副市長の１人制、組織のスリム化などを初め、歳

入確保や適正な歳出規模の維持などに取り組んできた

ところであり、現在は市政刷新推進本部会議において、

公共施設の適正配置、職員定員の適正化など、これま

での取り組みを継続しているところであります。 

 今後とも、事務事業の見直しを推進することによる

行財政改革と財政健全化に向けて、全職員が一丸とな

って取り組んでまいります。 

 次に、市民バスについてお答えをいたします。 

 市民バスの利用拡大につきましては、利用者との意

見交換等を行い、ダイヤの見直しを行ってきたところ

であり、さらには運賃につきましても平成23年度から

500円を上限に設定し、利用しやすい環境を整えてき

たところであります。 

 今後におきましても、利用促進イベントなどを通じ、

公共交通機関に触れる機会をつくり、マイバス・マイ

レールの意識づけを図るとともに、地域にとって公共

交通の必要性や意義などの啓発を行い、利用促進に取

り組んでまいります。 

 次に、県立久慈病院の産婦人科についてお答えをい

たします。 

 まず、分娩数及び転院数についてでありますが、本

年４月から８月末までの実績では、市民の分娩総数が

85件、うち久慈病院での分娩が42件、そして久慈病院

からのハイリスク分娩に伴う転院が20件となっており

ます。 

 また、不妊治療につきまして、久慈病院においては、

体外受精や顕微鏡授精などのいわゆる特定不妊治療は

行っていないところでありますが、他の医療機関で行

われた特定不妊治療に対する市の助成件数は、平成27

年度に23件であり、今年度はこれまでに４件となって

おります。 

 次に、個人産婦人科医院との連携状況及びその成果

についてでありますが、市内の産婦人科医院からは、

妊婦健診・母親教室などをこれまでと同様に実施して

いただいており、久慈病院と連携して対応していると

伺っております。また、この産婦人科医院からは、市

に対しましても、母子手帳交付やお産・育児支援事業

の周知等についてご協力をいただいております。 

 また、今後の久慈病院におけるハイリスク分娩の診

療体制の確立についてでありますが、久慈病院のみで

ハイリスク分娩に対応できる体制を直ちに整えること

は困難なところであり、当面、県立二戸病院との連携

をより強めていくことで対応していくと、県立久慈病

院から伺っております。 

 なお今年度、二戸病院では産婦人科医が１名増員と

なり、久慈病院への支援が強化されるとともに、久慈

病院においても助産師を５名増員し体制を補強したと、

県立久慈病院から伺っております。 

 次に、人口減少対策についてお答えをいたします。 

 不妊治療費への助成につきましては、体外受精を含

めたいわゆる特定不妊治療に対しては、その経費の一

部を国、県及び市が助成しているところであり、平成

26年度には市が助成額を倍増し、平成27年度には県は

初回治療の助成額を倍増したところであります。 

 しかしながら、人口授精を初めとした一般不妊治療

費に対しては助成がなく、特定不妊治療についても助

成対象回数などに制限があることから、これまで助成

対象の拡大について、国に対して要望してまいりまし

たが、今後は不妊治療全体を保険適用とすることにつ

いて、全国市長会などを通じて要望してまいります。 

 次に、防犯カメラの設置体制についてお答えをいた

します。 

 まず、当市の防犯カメラの設置状況についてであり

ますが、全ての小中学校と２カ所の公園に市が設置し

ているところでありますが、民間事業者の設置状況を

把握することは困難でありますので、ご了承願います。 

 また、公共施設へのカメラの増設につきましては、
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カメラで記録したデータの管理など、運用面での課題

もありますが、犯罪抑止に極めて有効であると認識い

たしておりますことから、今後、各施設管理者に働き

かけてまいります。 

 次に、特産品の開発と産業振興についてお答えをい

たします。 

 短角牛、菌床しいたけ、木炭を初めとする当市の豊

富な特産品につきましては、久慈地方産業まつり等の

各種イベントを通じて、ＰＲ及び消費拡大に努めてい

るところであります。 

 鳥につきましては、市内に全国有数規模の処理工場

が立地するなど、有望な特産品であるものと認識する

ところであり、そのＰＲイベントにつきましても、事

業者等と情報共有してまいります。 

 さらには、久慈広域市町村が一体となってのイベン

ト開催は、より豊富な特産品メニューによる広域の知

名度向上、交流人口拡大による地域経済の活性化が期

待されますことから、今後におきましては、関係機関、

団体、管内町村と協議してまいります。 

 次に、木質バイオマス園芸団地についてお答えをい

たします。 

 バイオマス園芸団地における発電につきましては、

園芸団地に併設する、久慈バイオマスエネルギー株式

会社において検討しておりましたが、事業効率や整備

費用等の課題もあり、現段階では、電力の共同受電及

び園芸団地への温水、蒸気の供給等を中心とした事業

を行っているところであり、当面、発電事業は想定し

ていないと同社より伺っております。 

 また、同社の熱供給プラントの高度利用により、ハ

ウス内に冷風を供給する冷房設備につきましては、夏

場のハウス内の温度を下げることにより、効率的な菌

床しいたけの生産が図られる整備でありますことから、

市及び同社の共同申請による補助事業の活用など、導

入に向け取り組んでいるところであります。 

 このように、現在、国の交付金等を活用した園芸団

地のハウス整備や冷房整備等の計画棟数の達成を最優

先課題として捉えて取り組んでいるところであり、ト

レーニングハウスの整備及び人材育成スケジュールに

つきましては、施設の完成後の取組課題であると考え

ております。 

 また、敷地内の岩山につきましては、施設全景及び

海を見渡せる見晴らしのよい場所でありますことから、

視察などの際に有効に活用してまいりたいと考えてお

ります。 

 次に、市有林についてお答えをいたします。 

 まず、市有林の総面積でありますが、分収林を含め

て約1,898ヘクタールであり、樹種別には、アカマツ

1,010ヘクタール、カラマツ240ヘクタール、杉150ヘ

クタール、広葉樹420ヘクタールなどとなっており、

全体の約７割の森林が伐期を迎えている状況でありま

す。 

 今後の売却計画につきましては、毎年20ヘクタール

程度の売却を予定しているところであり、今後とも３

年の伐採期間を設け、伐採完了後は、適切に造林、保

育を実施することにより、将来につながる森林整備を

図ってまいります。 

 また、今年度は、久慈市森林整備計画の見直し時期

となっておりますことから、市有林を含めた市全体の

森林整備について、県北広域振興局や久慈地方森林組

合など関係機関と協議を重ねながら、適切な森林経営

が図られるよう計画の見直しを進めてまいります。 

 次に、私有林の売却に係る単年度収支についてであ

りますが、平成27年度は２地区12.5ヘクタールの市有

林を公売し、約1,129万円の収入に対し、支出は、森

林整備事業としての下刈り9.58ヘクタールのほか、支

障木の伐採業務約380万円であり、森林保険料等の管

理経費を除く単年度収支は約749万円となっておりま

す。 

 ちなみに、支出といたしましては、森林保険料とし

て約525万円、市有林野看守報酬として約85万円、計

約610万円の管理経費を別途支出しております。 

 また、公売箇所につきましては、伐採完了後、伐採

跡地への造林及び保育作業が必要となり、次年度以降

の森林整備事業費の支出を伴いますことから、市有林

売却に係る全体の差し引き収支につきましても減少す

ることとなります。 

 市有林経営につきましては、国土の保全や水源の涵

養、地球温暖化の防止など森林が持つ多面的機能を十

分に発揮できるよう、今後におきましても公売による

財源の確保を図りながら、適正な整備と管理に努めて

まいります。 

 次に、水産資源についてお答えをいたします。 

 まず、市内ふ化場における平成27年度の魚種別放流

実績でありますが、ヤマメ39万5,500尾、イワナ８万
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尾、アユ16万尾、サケ約3,350万尾であったと、久慈

川漁業協同組合から伺っているところであります。 

 また、サケの回帰率、ふ化率向上の取り組みにつき

ましては、サケの稚魚をできる限り大きく成長させて

から放流させる方法や、捕獲後のサケを一晩程度ふ化

場の水に慣れさせてから採卵する方法など、各種取り

組みを実施していると同組合から伺っているところで

あり、さらには、遡上率の向上につきましては、久慈

川河口閉塞の改善が大きな課題であると捉えておりま

すことから、県に対して抜本的な対策について継続し

て要望を行っているところであります。 

 なお、このたびの台風10号により同組合が管理する

滝ふ化場が壊滅的被害を受け、来年度から淡水魚放流

へ甚大な影響が懸念されるところであり、今後、早期

の施設復旧に向けた支援策について検討してまいりま

す。 

 次に、アワビ稚貝購入に対する補助についてであり

ますが、平成28年度から県栽培漁業協会のアワビ種苗

の生産体制が完全に復旧したことに伴い、震災前と同

様に有償化されたところであり、県では、積極的な種

苗放流によるアワビ資源の早期回復を図るため、国の

事業を活用した栽培漁業推進事業により、県内漁業協

同組合が行うアワビ種苗放流事業に対して支援を開始

したところであります。 

 しかしながら、この補助事業のスキームは、震災前

の平成22年度において漁業協同組合及び漁業者が負担

していた放流経費を事業費の上限とし、このうち、事

業年度の漁業者負担分でまかないきれない漁業協同組

合の負担分を国費等で支援するというものであります。 

 久慈市漁業協同組合においては、放流経費のほとん

どが各漁業生産部の負担となっていることから、補助

金相当額が算出されず、申請に至らなかったと同組合

から伺っております。 

 市といたしましては、今年度から震災前と同様にア

ワビ種苗購入費に対する最大15％の助成を行っており

ますが、震災により減少した資源を早期回復させるた

めには、施局的な種苗放流が必要でありますことから、

国の補助スキームに該当しない場合の県単独による支

援につきましても要望を行っているところであります。 

 次に、雇用対策についてお答えをいたします。 

 企業の求人に対する雇用状況についてでありますが、

久慈公共職業安定所管内の本年４月から７月までの有

効求人数は3,761人で、前年同月比で8.6％増加する一

方。就職件数は578人で16.0％の減となっております。 

 また、新規高卒者に対する求人数は259人、33.5％

の大幅な増加に対して、久慈管内への就職を希望して

いる生徒は60人、7.1％の増加にとどまっていると、

同安定所から伺っており、十分に雇用を確保できてい

ない状態にあるものと捉えております。 

 お尋ねのありました今後の雇用見通しと支援策につ

いてでありますが、一般求職者は減少傾向、新規高卒

者の地元就職率は増加傾向となっておりますことから、

県北広域振興局及び同安定所等の関係機関と連携した

企業見学会や説明会の開催、さらには実践型地域雇用

創造事業等の人材育成事業により、求職者の掘り起こ

しや能力開発を行うなど、企業の人材確保を支援して

まいります。 

 次に、観光客誘致対策についてお答えをいたします。 

 さきの政和会代表、砂川議員にお答えいたしました

とおり、平成27年度の当市への外国人観光客は、小袖

海女センターにおける調査において、前年度比30.8％

増の433人となっており、外国人観光客受け入れ体制

の整備に取り組んでいるところであります。 

 ご提案のありましたホテル誘致につきましては、岩

手県旅館ホテル生活衛生同業組合久慈支部等とも情報

共有を図りながら対応してまいります。 

 最後に、道路行政についてお答えをいたします。 

 まず、国道281号の生出町から碁石までの歩道改修

計画についてでありますが、道路管理者であります県

北広域振興局からは、歩道未整備区間については、用

地取得が困難であるため早期の事業化は難しい状況で

ある。また、既存の歩道の改修については、維持修繕

費で順次対応していくと伺っております。 

 市といたしましては、歩道整備の早期事業化が図ら

れるよう引き続き強く要望してまいります。 

 次に、県道野田長内線の代替道路の新設についてで

ありますが、県道野田長内線は波浪による越波や土砂

崩れなどの災害時に、たびたび通行止めとなり、その

迂回路として市道大尻川原屋敷線などが利用されてお

ります。これまで県と協議し、カーブミラーや視線誘

導表の設置など、安全な通行の確保に努めているとこ

ろであります。 

 また、市といたしましては、県道が通行止めになっ

た際の久喜、三崎、小袖地区などの孤立防止対策とし
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て、市道二子小袖沢線が重要な路線であると捉えてお

りますが、筆界未定地が多く、現道の拡幅整備が困難

であることから、現在、筆界未定地を迂回するルート

を検討しております。 

 今後におきましても、有利な財源の確保を含め、引

き続き検討してまいります。 

 次に、市道中の橋栄町線の歩道設置の可能性につい

てでありますが、さきの調査で、本市道に隣接する既

存水路か蓋を設置し、歩道として利用できる強度を有

していることを確認したところではありますが、整備

には多額の事業費を伴いますことから、今後はその財

源確保に努めてまいります。 

 以上で、市民共同代表、畑中勇吉議員に対する私か

らの答弁を終わります。 

○副議長（桑田鉄男君）  加藤教育長。 

    〔教育長加藤春男君登壇〕 

○教育長（加藤春男君）  市民共同代表、畑中勇吉議

員のご質問にお答えをいたします。 

 最初に、企業体験や社会研修の実施状況についてお

答えをいたします。 

 平成27年度の実施状況についてでありますが、小学

校では、身近な産業や職業の様子を知り、働くことの

大切さを学ぶ目的から、社会科見学等で、市内の大型

スーパーを11校が見学をしているほか、ごみ焼却場８

校、消防署８校、浄水場６校、造船工場６校など、市

内23の施設や企業等の職場見学を実施しております。 

 市外では、八戸市の食品製造工場を４校が見学して

いるほか、鉄鋼会社や新聞社、また、近隣町村の地場

産業施設など合計11の企業や施設等の見学を行ってお

ります。 

 中学校においては、全ての学校で、市内のコンビニ

エンスストアやホームセンター等の販売業、保育園や

老人介護の福祉関係施設、公民館や図書館、消防署な

どの公共機関など、50以上の事業所で２日間または３

日間の期間で職場体験を行っております。 

 高等学校においては、久慈東高等学校が２学年の就

職希望者51名を対象に、市内26事業所において３日間

の職場体験を実施しております。また、１年生を対象

に市内の製造業、介護福祉、サービス業など16社の見

学会を開催したり、管内７高等学校の卒業予定者を対

象とした市内13社の見学会を実施するなどの活動にも

取り組んでおります。 

 これらの活動を通し、児童、生徒一人ひとりが社会

的、職業的自立に向けて、必要な基盤となる能力や態

度を身につけているものと認識しております。 

 次に、ふるさとの自然や文化、動物と触れ合う教育

についてでありますが、小学校において総合的な学習

の時間を中心に、稲作、畑作体験が10校で行われてい

るほか、４校で豆腐づくりやそば打ち体験、４校で郷

土芸能の取り組み、３校で久慈琥珀博物館での体験活

動、漁業体験を行っているほか、炭焼き体験やゴマシ

ジミ観察など、各学校が地域の自然や文化と触れ合う

体験活動を実施しております。 

 今後におきましても、ふるさとの自然や文化と触れ

合う教育をさらに広げていきたいと考えております。 

 次に、総合運動公園基本構想についてお答えをいた

します。 

 昨年11月に策定した総合運動公園基本構想に基づき、

本年度は、基本計画の策定に着手しているところであ

ります。 

 主な内容でありますが、来年度以降に実施する基本

設計、実施設計に向けて、野球場など主要施設の配置、

施設の形状、規模について検討を行っているところで

ありまず。また、進捗状況についてでありますが、候

補地の植生や地形等の現地調査を行ってるところであ

り、今後、ワークショップや住民説明会等を開催し、

基本計画を策定する予定であります。 

 以上で、市民共同代表、畑中勇吉議員に対する私か

らの答弁を終わります。 

○副議長（桑田鉄男君）  再質問、関連質問を許しま

す。12番畑中勇吉君。 

○12番（畑中勇吉君）  何点か再質問させていただき

ますが、台風10号における市長はじめ皆様方のご努力

に、心から感謝と敬意を申し上げます。 

 質問の順番が前後するかもしれませんが、よろしく

お願いいたします。 

 まず、８番の市有林について、お願いしたいと思う

んですが、私、高齢者の方々から聞くと、山の区分を

高齢者の方々は内山、外山というふうな区分をする方

もございます。内山というのは住宅等に近いごく利便

性のいい山、それから外山というのは道路のアクセス

なり中心から離れたところ、こういうふうなことでの

区分なようでありまして、それによって地価なり流木

の売却の値段がかわってくると、こういうふうなこと
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なようでありますが、ここでお尋ねをしたいんですが、

市有林が一般的にどういうふうな分布になってるのか

なというのをイメージしたくてお聞きしたいんですが、

市内旧町村別の山林の分布とはどのようになってるの

か。また、1,898ヘクタール、総面積があるというん

ですが、分収林、水源涵養保安林、各種保安林、ある

と思うんですが、この伐採や売却収入に制限のある山

林面積、これはどのようになってるのか、まずお尋ね

をしたいと思います。 

○副議長（桑田鉄男君）  浅水産業経済部長。 

○産業経済部長（浅水泰彦君）  市有林についてのお

尋ねでございました。旧市町村単位での面積というこ

とでございます。総数は市長からもご答弁申し上げて、

今議員からもお話がありましたとおり、1,898という

ことでございます。この内訳でございますが、旧久慈

市の久慈町内は約143ヘクタール、それから長内町は

381ヘクタール、侍浜は64ヘクタール、夏井が10ヘク

タール、山根が260ヘクタール、宇部が37ヘクタール、

大川目が１ヘクタール、山形はこれは全域となります

が、1,002ヘクタールということで、先ほどの約1,898

となるものでございます。 

 そのうち、保安林、売却等の制限がある保安林とい

うことでございましたが、約180ヘクタールとなって

おります。主には水源涵養等というようなことになっ

ております。 

 以上でございます。 

○副議長（桑田鉄男君）  12番畑中勇吉君。 

○12番（畑中勇吉君）  先日の決算委員会で共済をか

けているのが1,200ヘクタールというふうなことだっ

たんですが、かけてないところがそうすれば600ヘク

タールぐらいあるというふうなことなんですが、この

区分も確か説明をいただいたったような気がしたんで

すが、私ちょっと聞き取れなかったんですが、その内

容とこの1,200ヘクタールの立木の資産価値はどれぐ

らいなのか。また共済掛け金の標準掛け率に対する付

加率といいますか、これが掛け方があるようなんです

が、その付加率が何％に設定されて市有林にかけられ

ているのか、ちょっとお尋ねしたいと思います。 

○副議長（桑田鉄男君）  浅水産業経済部長。 

○産業経済部長（浅水泰彦君）  決算委員会でもやり

とりがあったわけなんですが、全体の1,898ヘクター

ルのうち、相当程度保険対象としていない部分がある

ということで、この内容ということでございますが、

これにつきましてはなかなかに、保険料、掛け金も安

くないというふうなこともありまして、分収、遠くな

っている部分とかそういった部分は除いているとかご

ざいます。そういったことで、1,200という数字がど

うだったかということはちょっと今、私も記憶が曖昧

な部分がありますが、いずれそういった程度の部分で

保険適用しているというたことでございます。 

 その立木の資産価値ということでございますが、現

状、蓄積量といいますか26億程度と、25億9,347万と

いうふうな決算数値になっておるところでございます。

その付加率ということでございましたが、これはちょ

っとどういった意味の率なのか、捉えかねるところも

ありますが、こちら側で森林保険としての付保率と呼

んでおりますが、要はどの程度の資産価値に対して保

険をかけているかというふうなことになりますけれど

も、直営林の部分では60％、それから分収契約してる

ものもあるわけですが、それについては30％というふ

うなことで、保険をかけているところでございます。 

 以上でございます。 

○副議長（桑田鉄男君）  12番畑中勇吉君。 

○12番（畑中勇吉君）  先ほど、立方メートルのこの

積算だと思うんですが、私、木材のことはわからない

んですが、金額で算定した、推定したらどれぐらいか

なということを、ちょっとわかりやすく端的に知りた

いんですがいかがでしょう。 

○副議長（桑田鉄男君）  浅水産業経済部長。 

○産業経済部長（浅水泰彦君）  失礼いたしました。

確かに決算書には材積数のみが計上されているという

ことで、その金額換算という部分では、先ほど申し上

げましたが、25億9,347万円、これが推定の価格とい

うことになります。 

 以上でございます。 

○副議長（桑田鉄男君）  12番畑中勇吉君。 

○12番（畑中勇吉君）  それからもう１つ、単年度の

収支、今説明いただいたのですが、市長からも答弁い

ただいたんですが、数字がいっぱい出て、一般的な単

年度の収支が黒字なのか赤字なのか、20ヘクタール伐

採で単年度収支がどうなっているのか、ちょっとわか

りづらい部分があったんですが、ちょっとわかりやす

く説明いただければと思います。 

○副議長（桑田鉄男君）  浅水産業経済部長。 
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○産業経済部長（浅水泰彦君）  先ほどの市長答弁の

繰り返しとなりますが、これは27年度の実績というこ

とになりますけれども、収入は1,129万円でございま

す。支出の部分は管理経費を除いてということでござ

いましたが、これについては約380万円となっており

まして、単年度収支は749万円の黒字ということにな

ります。 

 ただ、これも市長から答弁申し上げておりますけれ

ども、これ以外に管理経費として、別に約610万円を

支出しているということで、ここで一気に収支は圧縮

されてくると。それからさらには、伐採後については、

さらに造林、保育等の経費がかかるということでござ

いますので、単年度で見れば単純に売ってその経費が

幾らかということからすれば、確かにこういった黒字

になるわけですが、トータルの森林経営とすれば、な

かなかに簡単ではないというふうに捉えています。 

 以上でございます。 

○副議長（桑田鉄男君）  12番畑中勇吉君。 

○12番（畑中勇吉君）  私、さっき答弁のあったよう

に、やはり山林というのは多様な役割があると。水源

涵養なり自然といいますか大気の状況なり、いろんな

問題があるというふうなことで、そのようなことで、

伐採は小刻みにやるのかなということも思ったんです

が、実は、台風10号で大変な被害を受けたわけであり

ます。それで山林の雨水災害に対する影響、効果がど

ういうふうのかなというようなことで、千葉大学の報

告書がありました。研究グループがやったこの報告書、

100ページにもなるんですが、私、まだ一部しか見な

かったんですが、そういう中で緑のダム、この分とし

ての効果がどうなのかというふうなことが書かれてあ

りました。その結果、ここ市の市有林も70％が針葉樹

だというふうな報告をいただいたんですが、針葉樹と

広葉樹林の比較というのは出されるんですが、千葉大

学の研究班がやったのは、自然林で同じ傾斜地、同じ

土質、そういうところで人工針葉樹と広葉樹の雨水量

なり、違いの比較を下流域でやったと、こういうふう

なことの報告書が出されています。そういうことで、

その報告書には、生き物の自然の木ですから、決定的

な報告はできないけれども、針葉樹林と広葉樹林の比

較をすれば、緑のダムの役割とすれば、人工針葉樹林

と広葉樹林が同じか、むしろ広葉樹林のほうが緑のダ

ムとしての役割があると言わざるを得ないという報告

書が出ています。 

 そういうふうなことからすれば、私は、今までのよ

うな伐採をして、植栽をして、人工樹林をつくってい

くというふうなことだけではなくて、もうちょっと幅

広い、こういうふうな雨水災害の観点からも、もう少

し幅広い観点でやったほうがいいのではないかと。む

しろ伐採をもっと、20ヘクタールじゃなくてもっと大

きくやって、松くい虫が共済の対象にもならないとい

う話もありますから、むしろやってそれを蓄えて、計

画的な１次産業の振興基金にするなり、あるいは取り

崩しをしていったほうが私ずっといいのではないかと。

切った後はそうすれば、雑木の濃い樹林は30年ぐらい

でまた売却できるという、回転ができるというような

ことを考えたりしても、もっとその考え方を変えて、

視点を変えて経営をした方がいいのではないかという

ふうなことを考えますけれども、意見をちょっとお聞

かせいただきたいと思います。 

○副議長（桑田鉄男君）  浅水産業経済部長。 

○産業経済部長（浅水泰彦君）  市有林の経営のあり

方として、先ほど毎年20ヘクタール程度ずつを伐採し

て更新していくというふうなことで、市長からもご答

弁申し上げてるわけですが、そこをかなりの部分が伐

期を迎えているという中で、その割合をふやして、蓄

えてというふうなことでございました。 

 １つの考え方としてあろうかと思いますし、特にも

針葉樹よりも広葉樹がダム機能を果たすんだというこ

とであれば、広葉樹化としていくということも一つの

考え方だというふうには捉えております。 

 一方では、やはりこの伐採といいますか、そこには

一定の作業が当然伴うというふうなことからすれば、

公売することは、それは可能なわけですけれども、３

年という伐期の設定の中で、落札事業者が伐採してい

く面積等もございます。それから、その後の今度は、

ただ切って放置するわけにはいかないということから

すれば、造林保育というところに、先ほどもお話した

ように経費が伴ってまいります。ということからすれ

ば、やはりそこを一気に除伐してその得たお金を基金

化していくというふうなことは、現状ではなかなかに

難しいのかなというふうに考えているところもござい

ます。 

 あと一方で、議員からもご指摘がございましたとお

り、この森林の持つ多様な機能という部分で、緑のダ
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ムという点からすれば確かに広葉樹というようになり

ますけれども、二酸化炭素の吸収量というふうな部分

では、一方では、針葉樹のほうが勝っているというふ

うな調査結果もあるようでございますので、やはりそ

ういった、トータルの観点からの森林経営、市民の大

事な財産である市有林をどう運用していくかというこ

とにつきましては、今後の森林整備計画の見直しの中

でも検証してまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○副議長（桑田鉄男君）  12番畑中勇吉君。 

○12番（畑中勇吉君）  まず、森林価値の保険もかけ

てないと、火事でもあればそこで実損が伴う。まして

や松くい虫の被害の分については全く無防備だという

ふうなこととなれば、やっぱり経営の考え方を、体質

を変えてやっていったほうがいいのではないかと思い

ますので、今後十分検討いただきたいというふうに思

います。 

 それから次の質問の11番、観光客誘致対策について

お尋ねをしたいと思います。 

 政和会のほうではホテル誘致の考えでいろいろ質問

があったんですが、実は３・11の大震災の際に、外資

系のホテル会社のほうで震災復興支援のために、東北

の被災県に10のホテルをつくるというふうなことで、

実際つくられたわけであります。当市はつくられなか

ったんですが、岩手県でも大船渡、陸前高田、釜石、

宮古の４市に、大体客室が200程度のホテルが建設を

されておりました。 

 私は、復興ホテルについては、久慈が遅れをとった

なというようなことも思いましたが、よくよく考えて

みますと、沿岸市の中で久慈市が市街地などでは、被

災の状況が軽かったと、そういうふうなことが、復興

ホテルができなかった原因ともなったのかなというふ

うなことを感じておりました。 

 そういうことで、2014年でほぼその計画が終わった

というふうに思っておりましたが、その後も復興ホテ

ルについて追跡をしておりました。そうしたところ、

実は福島県の楢葉町、ここに第11番目の復興ホテルが

建設計画が進められて、平成29年度に完成の運びで話

が進んでいると、こういうふうなことの報道を聞き受

けましてちょっと調べて見ましたが、確かに福島県の

楢葉町ていいますか、ここに11番目のホテルができる

運びなようであります。ここは、３・11の震災前の人

口規模で8,000人ぐらいのところかなと。ここに、大

船渡や筑前高田と同じような規模のホテルが復興ホテ

ルとしてできると、こういうふうな計画内容でござい

ます。 

 私はもう、復興ホテルからもれたからいろいろ難し

いかなと思ったんですが、そうした、被災したりそう

いうふうなところにまだこの民間として復興支援をす

るというふうなところがあるということなわけであり

まして、久慈はたまたま大震災では、市街地等が大き

な被害がなかったわけでありますが、そういう面では

可能性があるのではないかなというようなことも感じ

ましたが、市長、先ほどの例のそのホテル、旅館組合

の久慈支部等との評議っていいますか、連絡の中で、

進めさせていただきたいというふうな旨のお話があっ

たんですが、それはというふうな評議なり、どういう

ふうなことなのか。ちょっと私、理解できなかったん

でお話いただければと思います。 

○副議長（桑田鉄男君）  浅水産業経済部長。 

○産業経済部長（浅水泰彦君）  観光振興にかかわり

ましてのホテル誘致のところでございますが、先ほど

市長のほうからは、岩手県旅館ホテル生活衛生同業組

合久慈支部等とも情報共有を図りながらというふうな

ことで、いずれ対応していきたいというふうなことで

ご答弁申し上げたわけですが、これはやはり同業者組

合があって、その中で、我々とすればまだまだ宿泊施

設が足りないという認識に立っておるわけですけれど

も、一方では、限られたパイを奪い合うみたいなとこ

ろがなきにしもあらずというふうなところで、その辺

がまだ合意形成と言いますか、進んでいない状況にあ

りますので、やはりそういった業界とも情報共有を図

りながらと。いずれ必要性の認識は、我々は持ってお

るわけですが、そうはいっても地元の同業組合を無視

して進めることはできないというふうな意味合いでご

ざいます。 

○副議長（桑田鉄男君）  12番畑中勇吉君。 

○12番（畑中勇吉君）  地元と共存共栄というのは極

めて大事だというふうに思います。 

 ですが、最近、議会関係の方々が復興なり議会視察

なんかで来た話を聞いても、久慈にホテルがないと。

八戸に宿泊したとか、そういうふうなことで、私はそ

んなにホテル、宿泊施設が本当に見つかんないのかな

というふうなことを思うんですが、でも、来る人たち
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からすれば久慈にはホテルがないという言い方をする

んですよね。 

 だから私は、それは久慈においでいただいている

方々が、宿泊ニーズに合わないとかそういうふうなこ

とも含めてのことなのかなと思ったりもして、勝手に

そんなことも考えたりするんですが、だから多様な

ニーズに応えるような受け入れ体制というのは極めて

欠かせないんじゃないかなと、これから。特に外国人

なり都会の方々なり、多くの方々、ここと環境が違う

方々がここにおいでいただけるためには、やっぱりそ

の辺がちょっと目線を多少変えたり視点を変えたりし

て、開発を考える必要もあるのかなというふうなこと

を思いますけれども、ご答弁いただきたいと思います。 

○副議長（桑田鉄男君）  浅水産業経済部長。 

○産業経済部長（浅水泰彦君）  多様なニーズに応え

るような宿泊施設の確保ということで、まさに来月に

は国体柔道競技もあるわけで、今回のこの台風被害に

伴って、市街地の旅館、ホテルが甚大な被害を受けた

というふうなこともあって、開催すら危ぶまれる状況

にもあったというところでございまして、いずれ、議

員ご指摘のとおり、この宿泊施設の確保というものは、

非常に大事だと思っておりますし、今後の観光振興の

上で欠かせないというふうな認識は持っております。 

 ということで、いずれ繰り返しとなりますが、同業

組合のほうとしっかりと意見交換してまいりたいと思

っております。 

 また、先ほど楢葉町の事例の紹介もございました。

こちらにつきましては、復興ホテルということで、県

内等含めて進んできた中で、原子力被害によります帰

還困難区域といいますか、そういったところへの特別

の制度、当地域は津波補助金というふうなものがあっ

て、そこにはいろいろな事業所さんに活用していただ

いているわけなんですが、これには宿泊業が適用とな

らないという中で、この原子力の部分につきましては、

そういった業種も対象となるというふうなことで、立

地に、今進めているというふうなことを伺っていると

ころでございます。 

 以上でございます。 

○副議長（桑田鉄男君）  12番畑中勇吉君。 

○12番（畑中勇吉君）  教育行政についてお尋ねした

いと思うんですが、中学校なり小学校の文化祭なり学

習発表会なんかに案内いただいて、参加する機会があ

りますが、大変、小中学生が社会に出て職場体験とか

そういうのがすごく新鮮で、印象を強く持っていると

いうのがよくわかります。大変大事なこの教育なんだ

なということを、私は学校の文化祭なり学習発表会に

行って強く感じております。 

 そういうことで、これからも、特に職場体験とかそ

ういうのがすごく、生徒さん方には強い印象を与える

みたいに見えます。そういうことで、ぜひ、ほとんど

の学校が実施しているようなんですけれども、この教

育を充実させて、そして、特に市内の事業所、企業な

んかをもっとより多く見ていただいて、こういう会社

に行きたいとか、こういうところがあったとか、そう

いうふうな印象を持って生徒さん方が社会学習を終え

られるような教育を実践いただきたいなと思います。

よろしくお願いしたいと思います。 

○副議長（桑田鉄男君）  加藤教育長。 

○教育長（加藤春男君）  久慈市の子供たちが久慈市

の企業に就職して働くというのは、教育委員会として

も願いでございます。あるいは上級学校に出たあと戻

ってきて、ここで働くということで、しかも、やっぱ

りどんどんどんどん時代が進むに従って、職場が子供

たちに見えなくなっているというところがあると思う

んですよね。例えば親の仕事が見えない。かつて農業

や漁業が中心だったころは、親が働いてる姿は見える

わけですよね。そうではない大人の仕事が、スーパー

とかそういうところは別なんですけども、特に工場等

になりますと見えなくなってるとこがある。そういう

ところを子供たちに見せたいという思いはございます

ので、議員おっしゃるとおりの教育を進めてまいりた

いというふうに思います。 

○副議長（桑田鉄男君）  ３番小倉利之君。 

○３番（小倉利之君）  畑中議員の一般質問について、

関連で再度質問させていただきたいと思います。 

 まずもって、質問に先立ちまして、８月30日襲来い

たしました台風10号に対します市当局のご努力に対し

敬意を表しますとともに、被災された方に対してお見

舞いを申し上げるものでございます。 

 そこで、関連質問ということでございますけれども、

あくまでこれは台風10号襲来前の質問ということでご

ざいましたけれども、多少なりとも今後の防災対策に

必要かと思いますので、あえて修正せずに関連質問さ

せていただきたいと思います。 
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 まず、９番目の水産資源についてお伺いいたします。

このふ化場についてなんですけれども、例えば河口閉

塞に関しましては、これまでも過去何回も問題視され

ております。そして、川の流れがないというところで

ございまして、サケ、マス、あるいはアユ等の遡上率

の阻害になっていることは当然、目に見えることでご

ざいます。 

 この中の要因の一つに、海鵜とかそれからアイサ、

合鴨ですね。こういったものが海に行く前に食われて

しまうということも、一つの大きな要因ということを

お聞きしております。こういったことについての市と

してのお考えについて、お聞きしたいと思います。 

○副議長（桑田鉄男君）  浅水産業経済部長。 

○産業経済部長（浅水泰彦君）  すみません、大変、

今、質問の部分での趣旨をとりかねまして、申しわけ

ございません。もう一度お願いしてよろしいでしょう

か。 

○副議長（桑田鉄男君）  ３番小倉利之君。 

○３番（小倉利之君）  鳥獣保護対策っていうのはよ

く熊とかカモシカ等々のこととは言われるわけですけ

ども、そういったサケふ化放流事業についてもそうい

った、結構海鵜とかアイサ、合鴨という対策がされて

いないと。だけども、こういったものは海に抜けれな

くて、滞留してる間にほぼ20％ぐらいのものしか出て

いかないということについてのご認識はありますかと

いうことでございます。 

○副議長（桑田鉄男君）  浅水産業経済部長。 

○産業経済部長（浅水泰彦君）  大変失礼いたしまし

た。 

 遡上してきたサケ等についての部分で、捕獲する前

に鳥獣といいますかそういったものに被害に遭うとい

うような実態ということでございますが、具体の部分

については、我々ちょっと承知していないところでご

ざいました。川組合等からもそういった情報について

はいただいていないところでございますので、ご容赦

お願いしたいと思います。 

○副議長（桑田鉄男君）  ３番小倉利之君。 

○３番（小倉利之君）  これに関しては、市民共同会

派でふ化場を視察に行った際に、気になることとして

今回改めて、あえて質問をさせていただきましたけれ

ども、今後対策等についてもお計らいいただければと

思います。 

 それから、12番目の道路行政についてお伺いをいた

します。 

 （１）281号についてなんですけれども、これは毎

回、回答は県と協議しながら随時整備していくという

ところでございますけれども、歩道がない場所に関し

ては、それはさまざま用地等問題もあってできないか

もしれませんが、今、私が言いたいのは、例えば下幸

屋さんの前から久慈高校前までの歩道というのは１

メーターちょっとぐらいしかなくて、そこに高校生中

学生小学生が行き来をしていると。すれ違いできない

もんですから、道路車道側に出たり、そういったこと

をこれまでもずっと余儀なくされてきたということで

ございます。 

 そうした中で、大川目小学校の６年生の子供さんが、

今回自由研究で危険箇所を点検したということで、発

表もされておりますが、こうしたことについて、これ

にかかわることでもございますけれども、先日の台風

10号でクロネコヤマトのところ、それから自車校の前

のいつもあのあふれるところで土石流が発生しまして、

車も何台か水没もしております。通行止めになりまし

て、その夜帰ってこれない人たちもいらっしゃいまし

た。そういったところもありますので、早急にその整

備計画についても優先順位を上げていただいて、取り

組んでいただきたいと思いますけれども、再度県に対

する行政の思いというものを聞かせていただきたいと

思います。 

○副議長（桑田鉄男君）  滝沢建設部長。 

○建設部長（滝沢重幸君）  281号線の歩道整備にか

かわって、大きく２点のご質問かと捉えましたけども、

まず一つ、未整備区間でございますが、これ用地の問

題がございまして、筆界未定とさらには相続が絡んで

るていうことで、なかなか用地の問題としてはハード

ルが高い課題になってございます。市といたしまして

も、いずれ全部は整備されているにもかかわらず、こ

ういった整備がされていない区間ていうのは、自転車

とかそういったもので通行する際、どうしても蛇行し

てしまって、さらにまた危険な状態になるっていうこ

とで、何とか連続した歩道を整備していただきたいと

いうことで、再三お願いしているところですが、今後

につきましてもお願いをしてまいりたいというふうに

考えております。 

 あともう１点は、整備されている部分の狭いってい
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うことで、特に北側、自動車学校側の歩道かと思いま

すが、そこの部分については以前にも不具合がある不

利区があるというようなご質問もいただいておりまし

て、そこの部分については、補修費の中で計画的に対

応していきたいというふうに県から伺っているところ

でございます。 

○副議長（桑田鉄男君）  ３番小倉利之君。 

○３番（小倉利之君）  ただ危ないという表現で、一

言でこうくくりたくないんですけれど、結局歩道と車

道てのがございまして、結局歩道のほうが車道よりも

低い、道路が二重に高いところを車道が走っていると。

そういったところ経験する子供たちはやはり恐怖感が

あるわけですね。 

 それから組立歩道っていいまして、コンクリートの

平板ありますけれども、その角目でよくパンクするん

だそうです。そういったところも歩いてみないとわか

らないわけですけども、やはりそういったところもき

め細かいお願いをしていただきたいと思うんですけれ

ども、もう一度ご回答お願いいたします。 

○副議長（桑田鉄男君）  滝沢建設部長。 

○建設部長（滝沢重幸君）  今、ご質問のとおり、理

想的には正規の幅員の歩道が両側に整備されれば、理

想的なわけでございますが、たまたま山側の歩道につ

いては、そういった事情があってなかなか整備が進ま

ないということですので、今、質問の中にもありまし

たけども、組立歩道側の幅員の拡幅とか、そういった

ものをあわせて県のほうに要望してまいりたいと思い

ます。 

○副議長（桑田鉄男君）  ３番小倉利之君。 

○３番（小倉利之君）  ありがとうございます。よろ

しくお願いいたします。 

 あと、それからもう１点、県道野田長内線なんです

けども、これも何度となく過去先輩議員が、あるいは

市長さんも行って何とかするというようなことも言っ

ていた経緯がございますけれども、ここも今回、我々

は５年前の東日本大震災、それから今回の未曾有の大

水害をこうむった中で、やはりああいうところも避難

道路あるいは産業振興道路、観光道路としても、時間

がもしかかるのであれば、早めに、例えば筆界未定と

いうことですぐ逃げるんではなくて、その筆界未定に

ついて、いろんな性格があると思うんですけども、ど

ういった内容なのか、その辺について具体的にお聞か

せください、筆界未定の性格ですね。 

○副議長（桑田鉄男君）  滝沢建設部長。 

○建設部長（滝沢重幸君）  二子小袖沢線の整備にか

かわって障害となっている筆界未定、所有者の筆界が

確定していないという状況があるわけですが、まず、

その状況の調査時点が古くなってますけども、数はそ

う変わってないと思いますけども、筆数が76筆、関係

地権者が40名の筆界未定でございます。 

 それで、沿線上に広大に広がっているということで、

当然今、おっしゃられたとおり、それぞれの事情はあ

ると思いますが、それぞれの事情全部把握しておりま

せんので、そこはご了承願いたいと思います。 

 市といたしましては、いずれこの筆界を解決して、

各拡幅工事にトライするっていうのはなかなか大変な

ことだなと、その筆界未定になった状況にはそれぞれ

理由があるだろうと、地主さんの都合がそれぞれにあ

っての結果だろうというふうには捉えておりまして、

苦肉の策にはなるわけですが、そこを回避したルート

を何とか探して、そこを改良整備できないか今、検討

しているところであります。 

 一理由として、約５キロぐらいになるんですが、15

億ぐらいは概算でも工事費がかかるということで、そ

の辺の財源確保の検討もあわせてしていかなければな

らないと考えております。 

 以上でございます。 

○副議長（桑田鉄男君）  ３番小倉利之君。 

○３番（小倉利之君）  検討してるということで、引

き続きお願いしたいんですけども、昨年度議会報告会

で小袖地区に行った際に、そもそも筆界未定ってなん

だっていうふうな質問もあったわけで、あれはもう少

し具体的な、何でできないのかていうのも市の当局と

しては説明をする必要があるのかなというふうに思っ

ております。 

 時間がないのであれですけども、次、教育長さんに

お伺いします。 

 14番の総合運動公園構想についてということなんで

すけども、11月の基本構想基本計画、そして実施設計、

これからの住民説明会もやっていくということだった

んですけども、まずもって、ことしの３月の敷地面積

の、平場面積の回答で、10ヘクタールしか確保できな

いよというふうなことで、回答いただいたわけですけ

れども、当初、３候補地に絞った時点では15ヘクター
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ル以上必要だというふうなお話だったわけですけれど

も、その辺についての住民に対して再度の説明とかす

る必要はないのか、それから、施設整備の中で37億

8,000万円ていうのが計上されておりますけども、こ

れは野球場、サッカー場、テニスコート８面、そのほ

か駐車場、駐車場は入ってないか、そういった施設を

含めた37億8,000万円だと思うんですけど、もしその

整備できないとなると、工事費も激減するかと思うん

ですけれども、そういったことについて、まずこのま

ま進めるのか、それとも再度原点までいかないんです

けど、再度協議をするかっていうことに関しての思い

をお知らせください。 

○副議長（桑田鉄男君）  中務教育部長。 

○教育部長（中務秀雄君）  今、小倉議員のほうから

ルールがお話があったわけですが、それを含めて、今、

調査中ということでの回答にさせていただきたいと思

いますし、その37億云々というお話ございましたけど

も、それは今の時点での、いわゆる野球場の整備がそ

の程度かかるのではないかという試算でございます。 

 以上です。 

○副議長（桑田鉄男君）  ３番小倉利之君。 

○３番（小倉利之君）  37億8,000万というのは、比

較表があって、３案の中の絞られたところで施設整備

が37億8,000万ってのが、Ａ、Ｂ、Ｃ３地区にもう一

率に計上されていたということは、ある程度施設整備

は全部整備するという、野球場だけの話じゃないかと

思います。 

 それと、時間もないんですけれども、今回、一般質

問に先立ちまして、総括質疑の中で遠藤市長さんが、

久慈の総合計画に関して、計画の見直しも含めて見直

すと。見直すということに言及されましたけども、そ

ういった中で今の総合運動公園計画をそのまま推し進

めるのか、そういったものも含めて再度仕切り直すの

かということに関しても、まだ検討中だと思うんです

けれども、その辺の思いについてお聞かせください。 

○副議長（桑田鉄男君）  中居副市長。 

○副市長（中居正剛君）  全部例外なく、見直しの対

象に挙がるものだと思っております。 

 以上です。 

○副議長（桑田鉄男君）  ３番小倉利之君。 

○３番（小倉利之君）  そういった中で、これからい

ろいろ予算、あるいは久慈市の貴重な財源を使って、

復興に向けてやっていくわけですので、そういったも

のも含めましてやっていただきたいと思いますし、ま

た、議会としてもさまざまなところにやはり情報をい

ただけるような体制をとっていただきたいと思います。

お願いを申し上げまして、私の関連質問を終わらせて

いただきます。 

○副議長（桑田鉄男君）  21番髙屋敷英則君。 

○21番（髙屋敷英則君）  それでは、畑中勇吉議員の

一般質問に関連いたしまして、ご質問申し上げたいと

思うんですが、実は、台風10号の被害なんですが、山

形では平成11年に、11年災といわれる大きな災害を受

けました。ところが今回の災害は、それをはるかに超

えるような、大きな壊滅的な被害を受けたわけでござ

います。 

 久慈市内におきましても、特に河川の氾濫等から大

きな水害が起きて、いまだに皆さん苦しんで日常生活

をきちっと送れないというような、そういう状況が続

いているわけでございます。 

 本当にこういう状況になって、初めて、改めて、東

日本大震災のときに被災をされた皆様方の気持ちって

いうものが、改めて理解できるな。それほど今回の台

風10号による被害も大きな被害だった。いまだに皆さ

ん苦しんでいるっていうことでございます。 

 本当に個人的な、気分的な話でいうと、一般質問の

関連質問をしたくないような、そういうような思いに

駆られて、今、ここに立っているわけでございますが、

いずれにしても災害が起きてしまえば、やることは決

まっているわけですね。ですから、やることに一歩一

歩前進するために、そしてまた、何よりも今、肝心な

のは、もうじき冬がやってまいりますんで、水害で床

下を疼がした、あるいは泥を駆除したとはいえ、こう

いう家庭の皆様方が日常生活をきちっと送れるように

なるまでどれぐらいかかるのか、雪が降るまでにそれ

ができるのか、なかなかにそれも難しい状況だという

ことでございますけれども、何とか全員が力を合わせ

て、当局の皆様方も今現在でも毎日毎日一生懸命頑張

っておられるわけでございますので、この苦難をみん

なで乗り越えていかなければならないなということで、

私も質問を余りしたくない気持ちでございますけれど

も、一つだけ質問をさせていただきます。 

 先ほど、小倉議員も話題にしておりました、久慈市

の総合運動公園構想、これ、わかりやすく言うと、当
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初からの議会の議論を聞いて、一言でこれを表現する

と、確か久慈市総合運動公園構想、75億の一大事業と、

そういうような一言であらわせばそういうことになる

わけでございますよね。これは市民の皆さんの大きな

関心事でございます。いろんな意味での関心事。 

 ですからまず、一つ基本的なことを、まず一つお伺

いしたいと思います。これは、第５回の定例会議、こ

としの３月行われた定例会議における教育委員長の教

育行政方針演述、ここにこう書かれている。これにつ

いては答弁は教育長さんにお願いをしたいというふう

に思っております。 

 次に、体育施設の有効活用についてでありますが、

利用者のさらに市民ニーズを踏まえた新たな利用者の

さらなる拡大を図るため、市民のニーズを踏まえた新

たなサービスの提供に努めると。現状の体育施設にお

いては、そのような考え方が述べられております。そ

して、計画的な施設の改修を進め、指定管理者と連携

し、適切な管理運営と利用促進を目指しますと。また

とあるんです。昨年策定した久慈市総合運動公園構想

の実現に向けて、鋭意取り組んでまいります。 

 一見別に問題のなさそうな文章のわけですが、どう

も何回読んでみてもよくわからない。有効活用、今あ

る体育施設の有効活用、それとあわせて総合運動公園

構想、これの実現を図っていくと。何かしらちょっと

微妙にそこに違うずれがあるんじゃないかというふう

に感じるわけでございますが、その辺のところの整合

性について、まず教育長さんからお伺いをしたいと思

うんです。 

○副議長（桑田鉄男君）  加藤教育長。 

○教育長（加藤春男君）  既存の施設を有効活用する

ということで、さらに新たな施設をつくっていくと。

有効活用しながら新たな施設をつくるということにず

れがあるとは思わないので、のことでございました。 

○副議長（桑田鉄男君）  21番髙屋敷英則君。 

○21番（髙屋敷英則君）  ずれがあるとは思わないと

いうことなんですが、先ほど一番最初に市民が大きな

関心を持っている、いろんな意味の関心なんですね。

これは、なるほどワークショップをやって、いろいろ

説明会をやって、関係者からはご理解をいただいてこ

ういう計画をつくったというのが、そういうものも一

つの大きな関心事。そしてまた、これは長内地区、南

田地区ということでございますんで、まあそういう人

たちのいろいろなお話し合いをして、そういう方々か

らも多く賛成をいただいた。関係者とかそういう方々

からお話を聞くと、これは当たり前のことですよね、

賛成をしてくれるのは。 

 ところが、一般の方は冷めてるんですよね。75億も

かけて、それでそこに総合運動公園を、しかも議会に

はときどき野球場と、私は決して野球場を、私も野球

好きなもんですから、野球場必要だとは思ってるんで

すが、野球場と陸上競技場とサッカー場と、そういう

総合的な公園をつくるという、という構想なんだとい

うのが、つい先ごろの議会でも話が出てました。 

 しかし、一般の人たちは、ちょっと疑問に感じてる

んですよ。ある施設をどういうふうに有効に活用する

かって。先ほどの文章の中に活用しますよ、サービス

も強くしますよってくだりがありましたね。私は一般

の人たちの望みっていうのは、陸上競技場っていうの

はサンスポーツランドですか、ありますよね。陸上競

技場、これは私、調査したわけではございませんけれ

ども、一説によるとヤマセで陸上競技場が使えない状

況っていうのは、１年に２回か３回しかないそうです。 

 それから、いろんな議会の中で、サッカー場は人工

芝でつくったらどうだという議員さんたちからの声も

上がったりしてるんです。人工芝でやると、およそ大

体陸上競技場を人工芝を敷くと、一億五、六千万とか

それぐらいで済むそうです。 

 それから、あそこにはテニスコートもあります。そ

れから相撲場もあります。それから現在、スポーツ施

設として、施設というかそういうスポーツ運動場とし

て使われているのに、旧長内中学校のグラウンドがあ

ります。どうしてそういうものを有効的に活用しない

のか。じゃあそういうものが、総合運動公園ができて、

陸上競技場も何もそこにできてしまって、そういうの

はどうするのか。今あるその施設ですそれもね。敷地

も施設。そういうものをもっと活用したら、それなら

75億なんてかかるようなものにはならないんじゃない

ですか。 

 これは先ほど副市長が、今回の被災を受けて、災害

を受けて、先ほど聖域なきいわゆる見直しというお話

をされましたけど、そのことはこっちにとっておいて、

あえてそのことがあるから、そういうふうにもっと有

効に活用したら、もっと経費が安く上がるんじゃない

か。あるいはそのサービスだって、その気になれば今
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の陸上競技場はサービス向上させることはできるんじ

ゃないかとか、いろいろな考え方があろうかと思いま

すけれども、基本的にそういう、単純にそこに総合運

動公園構想、そりゃ確かに、構想、つくりましょう、

練りましょうって言ったときに、お金かけて構想がで

きてるわけでございますから、いいものをつくりたい。

当たり前だと思います。いいものができてきて当たり

前。 

 そして、先ほどから話が出ているように、ことしが

いわゆる基本計画の策定をしていって、来年実施計画

をやっていく。ちょうどタイミングが今だと思って、

この質問に関連して質問しようと思ってたんですよ。

それは、これから中身が決まっていくわけでしょう、

具体的な中身が。ですからそういうときに、市民の多

くの皆さんに、そういう声もあるんだよと、もっとも

う一度、そこの施設の有効活用ってのは考えることは

できないのか、今ならまだできるでしょという意味で、

今、質問してるんです。 

 ぜひとも、この件に関して、そういったところも踏

まえながら、そしてまた、この大きな震災があった、

そういうことも踏まえながら、多くの市民の皆さんか

ら理解が得られるような、かつての、５年前から始ま

ったかつての防災公園、政治問題化していきました、

だんだん。ああいうことになりかねないような、そう

いうふうな進め方ではなくて、もう少しやっぱりじっ

くり考えて、いいものつくってお金をかけていいもの

つくって喜んでもらう、それは最高のことだと思いま

すけれども、構想はそうであっても現実にそれができ

るものなのかできないものなのか、その辺を判断しな

がら、ことし、今年度、来年度かけて、これからあそ

こに、南田地区に一体どういうものをつくっていくん

だと、コンパクトにやっていくのか、あそこはメリッ

トの面から考えると、いわゆる大きいものを一つ貼り

付けて、あそこに小さいものを張り付けて大きいもの

にして、貼り付けてそれを利用する。そのメリットも

確かにあるかもしれません。 

 しかし、あそこにコンパクトに、いわゆる野球場を

つくることによって、あの周辺の環境っていうのは、

久慈市内の一等地になりますよ。それからの活用を考

えたときに、そっちのほうのメリットだって大きいじ

ゃないかと。そういうことも含めて、考えていただい

て、まだ、これから考えるわけでございますんで、ぜ

ひとも皆さんから喜ばれるような、無理をしない、い

ろいろやらなければならないこと、お金のかかること

たくさんありますんで、ほかにも。ぜひともそういう

ことも考慮に入れながら、その実績や基本計画、そう

いうものをつくっていただきたい。 

 一言、答弁をお願い申し上げます。 

○副議長（桑田鉄男君）  加藤教育長。 

○教育長（加藤春男君）  議員からは非常に貴重な意

見、ありがとうございました。今後とも、市民の意見

を聞きながら、進めてまいりたいというふうに思いま

す。どうぞ今後ともよろしくお願いいただします。 

○副議長（桑田鉄男君）  再質問、関連質問を打ち切

ります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

    散会   

○副議長（桑田鉄男君）  以上で本日の日程は終了い

たしました。 

 本日はこれで散会いたします。 

    午後４時45分   散会   
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